
第
七
節

交
通
・
通
信
網
の
展
開

外
国
使
節
の
通
行

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

一
行
の
兵
康
寄
港

兵
庫
津
が
、
顕
一
戸
内
航
路
の
東
に
位
夜
し
、
京
大
坂
に
近
い
港
と
し
て
も
っ
て
い
る
弔
問
一
要
さ
は
、
近
叶
い

に
お
い
て
も
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
使
節
や
オ
ラ
ン
ダ
向
館
長
の
参
府
時
に
は
、

つ
ね
に
そ
の
寄
港
地
に
な

っ
て
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
参
府
と
い
う
の
は
、
毎
年
（
党
政
一
一
年
（
一
七
九
O
）
以
後
四
年
に

間
）
献
上
口
聞
を
呈
し
て
将
軍
に

挨
拶
す
る
と
い
う
儀
礼
的
な
行
事
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
側
は
商
館
長
・

医
師
ら
数
名
を
原
川
知
に
し
て
、
そ
れ
に
日
本

交通・通信網の展開

側
随
行
口
氏
（
五
O
名
担
制
度
）
が
加
わ
る
と
い
う
一
回
で
あ
る
。
全
行
程
長
崎
J
江
戸
時
の
う
ち
、
瀬
戸
内
部
分
は
幕
府
が
用
怠
し

た
船
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は
陸
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
航
海
の
途
次
に
兵
路
へ
寄
港
す
る
。

オ
ラ
ン
ダ
側
の
医
制
ケ
ン
ペ
ル
が
加
わ
っ
て
い
た
元
禄
四
年
（
一
六
九
二
の
参
府
時
に
は
、
下
関
か
ら
乗
船
し
て
兵
庫
で
小

型
船
に
乗
り
換
え
、
大
坂
に
向
か
っ
て
い
る
。

ケ
ン
ベ
ル
は
兵
庫
で
乗
り
換
え
る
こ
と
を
つ
大
坂
の
港
は
浅
く
、
わ
れ
わ
れ
の

第七郊

来
っ
て
米
た
船
で
は
行
け
な
い
の
で
、
前
も
っ
て
荷
物
を
積
み
込
ん
で
お
い
た
関
税
の
小
舟
を
潜
い
で
い
っ

と
説
明
し
て

い
る
。
兵
庫
港
の
特
質
が
簡
潔
に
拙
か
れ
て
い
る
。
向
精
路
も
兵
庫
ま
で
米
て
来
り
換
え
て
い
る
が
、
逆
風
の
た
め
三
晩
滞
船
し
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て
か
ら
出
航
し
た
。

宝
府
十
四
年
（
一
七
六
回
）
の
参
府
時
は
、
商
，
館
長

行
を
乗
せ

て
き
た
「
阿
的
陀
人
自
船
」
が
、

た
ま
た
ま
兵
隊
港
停
的
中
に
、

朝
鮮
使
節
船
の
下
向
予
定
が
重
な
り
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
そ
の

退
避
問
題
が
起
こ
っ

実
際
に
は
、
こ
の
時
朝
鮮
使
節
の
一
ト
向

が
予
定
よ
り
遅
れ
た
た
め
、
支
障
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
尼
崎
藩

や
「
阿
臨
陀
人
召
船
L

の
船
宿
を
勤
め
た
東
出
町
雑
ト
リ
度
予
兵
衛

が
そ
の
折
衝
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
船
病
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
宿
泊
そ
の
他
の
枇
話
を
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

行
し
、
往
路
は
窓
津
で
上
陸
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
参
府
時
に
は
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
一
行
も
瀬
戸
内
は
苅

一
月
一
一
一
日
の
夜
は
兵
嫁
で
宿
泊
、
翠
四
日
臨
路
大
坂
へ
出
発
し
て
い
る
。
同
市
路
は
五
月
十
日
隙

し
て
い
る
。

路
兵
隊
に
到
着
、
十
問
日
ま
で
滞
従
し
、
出
品
十
一
津
か
ら
回
航
さ
れ
て
き
た
往
路
と
同
じ
船
に
同
夜
乗
船
、
下
関
へ
向
か
っ
て
出
航

朝
鮮
使
節

の
通
行

朝
鮮
使
節
の
場
合
は
、

一
朽
の
人
数
も
四
百
数
十
名
と
多
く
、

寄
港
地
・
接
待
所
（
御
馳
走
場
）
・
宿
泊
所
が
設

定
さ
れ
、
案
内
役
と
し
て
対
馬
藩
主
一
行
が
随
行
す
る
と
い
う
大
掛
か
り
な
旅
行
で
あ
っ
た
J

こ
の
使
節
の
来

を
重
ね
た
結
果
、
慶
長
十
二
年
（

六
O
七）、

日
は
、
文
禄
・
慶
長
の
朝
鮮
授
略
に
よ
っ
て
悪
化
し
た
悶
交
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
家
康
が
、
対
馬
藩
を
仲
介
役
と
し
て
折
衝

朝
鮮
か
ら
回
礼
刷
還
使
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以

後
、
将
軍
就
任
皮
質
な
ど
の
通
信
使
を
含
め
て
一
二
回
に
及
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
最
後
の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
使
節

408 近j!I：討会の燦fjfj山一血
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仰い

は
、
対
馬
で
応
接
を
受
け
、
江
戸
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
。

近

こ
の
一
一
間
と
も
、
兵
庫
は
寄
港
・
接
待
地
と
な
っ
て
い
る
。
慶
長
十
二
年
・
元
和
五
年
（
二
ハ
一
七
）
の
二
聞
は
兵
庫
を
預

行
が
上
陸
し
た
時
の
様
子
を
、
そ
の
髄
員
で
あ
っ

日長~縦限

か
っ
て
い
た
片
桐
点
降
が
接
待
の
任
に
あ
た
っ
た
。
慶
長
の
時
、
使
節
の

交通・通信網の展開第七節

た
鹿
七
松
は
、

「
海
辺
よ
り
ゆ
く
に
、
大
道
に
従
い
館
所
に
至
る
こ
と
、

ほ
と
ん
ど
問
、

五
里
ば
か
り
、
道
路
み
な
澗
摘
、

一
点
の
耀
芥
な
し
、
左

部分）

お
は
市
廃
に
し
て
、

観
る
者
道
を
擁
す
L

（
「
山
御
殿
録
｝
）
と
書
き
と
め
て
い

る
。
二
問
自
の
時
は
、
夜
に
入
っ
て
風
雨
が
強
ま
っ
た
た
め

行
は
下
船

朝鮮人米朝間（江戸

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
予
定
の
館
所
ま
で
は
行
か
ず
、
浜
近
く
の
民
家

に
止
宿
し
た
と
い
う
。
朝
鮮
側
は
一
ニ
問
自
ま
で
日
本
側
が
侵
略
時
に
連
れ

mm
っ
た
同
胞
の
送
還
に
努
め
て
い
る
が
、
こ
の
二
回

g
の
時
は
、
帰
途
に

兵
庫
で
も
一
人
を
乗
船
さ
せ
て
い
る
。

三
間
防
以
後
は
、
兵
庫
浮
か
｝
領
し
た
尼
崎
務
（
五
万
石
）
が
、
幕
府
か
ら

ワエ芸E98 

兵
庫
で
の
接
待
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

一
O
万
石
以
上
の
滞
は
接
待
を
す
べ

て
負
担
し
た
が
、
そ
れ
以
下
の
簿
に
対
し
て
は
、
幕
府
は
そ
の
う
ち
料
理

部
分
だ
け
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
兵
庫
で
も
代
官
級
一
一
名

が
賄
い
役
と
し
て
別
に
選
任
さ
れ
分
担
し
て
い
る
。

使
節
の
寄
港
・
接
待
地
の
準
備
は
、
時
に
は

409 
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地
元
で
の
添
備
の
内
容
は
、
宿
舎
の
割
り
当
て
と
そ
の
修
級
、

料
理
人
の
選
定
、
諸
道
兵
り
調
述
、
船
入
り
の
淡
謀
、

桟
橋
の
設
営
、
番
所
の
嶋
設
、
接
待
に
あ
た
る
肝
煎
・
給
役
人
の
割
り
当
て
か
ら
、
使
節
船
の
情
報
収
集
の
た
め
に
下
関
・
納

・
牛
窓
ほ
か
へ
の
飛
船
の
派
遣
、
衡
に
心
当
た
る
尼
崎
務
役
人
や
代
官
の
受
入
れ
、
宿
舎
検
分
に
訪
れ
る
藩
主
・
大
坂
町
奉
行
・

対
店
内
藩
役
人
な
ど
に
対
す
る
接
待
ま
で
、
か
な
り
の
質
量
に
述
す
る
。
さ
ら
に
海
上
で
は
、
使
節
船
の
出
入
港
時
に
は
、
引
き

船
・
通
船
・
水
船
・
薪
船
を
は
じ
め
、
対
馬
藩
諸
役
人
乗
船
な
ど
が
必
要
で
、
さ
き
の
飛
船
と
合
わ
せ
る
と
、
延
べ
二
四

O
般

以
上
、
水
主
一
一
4
0
0人
以
上
が
動
員
さ
れ
て
い
る
Q

も
っ
と
も
、
こ
の
船
・
水
主
は
武
庫
・
菟
原
・
入
部
一
一
一
郡
の
浦
役
を
も

つ
村
々
が
負
担
し
た
。

一
日
子
保
凶
年
（
一
七
一
九
）
の
例
で
は
、
夕
暮
兵
庫
に
入
砕
し
た
使
節
側
が
、
そ
の
夜
「
湾
岸
の
板
を
鋪
い
た
と
こ
ろ
に
出
て
、

楽
手
た
ち
に
鼓
笛
を
奏
で
さ
せ
、
一
一
人
の
章
子
を
対
舞
さ
せ
た
」
（
中
級
翰
『
海
批
附
録
』
）
と
こ
ろ
、

日
本
側
見
物
人
が
多
数
集
ま

っ
た
と
い
う
し
、
と
き
に
は
需
を
乞
う
者
も
あ
り
、
知
人
を
介
し
て
会
談
な
求
め
て
来
る
者
も
あ
り
で
、
使
節
側
で
も
詩
作
し

た
り
、
書
を
与
え
た
り
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
寄
港
・
接
待
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
日
・
朝
交
流
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
兵
庫
に
限
ら
ず
各
地
で
み
ら
れ
、
今
に
章
子
の
舞
な
ど
が
行
事
の
一
環
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
も
占
め
る
。

史
麿
十
四
年

の
朝
鮮
使
節

宝
暦
十
凶
年
の
使
節
の
場
合
は
、

兵
庫
に
「
朝
鮮
人
御
用
覚
日
記
し
「
朝
鮮
通
信
使
米
朝
帰
帆
官
録
L

な
ど

の
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
状
況
が
わ
か
る
。
こ
の
時
は
、
使
節
一
行
に
先
立
っ
て
、
幕
府
へ

献
上
さ
れ
る
臆
を
積
載
し
た
船
が
宝
腐
十
三
年
十
二
月
一
日
に
入
港
し
、
翌
二
日
出
港
、

つ
い
で
献
上
馬
の
船
が
、
同
十
九
日

入
港
し
、
二
十
一
日
同
に
山
山
滋
し
て
い
る
。
兵
路
で
は
、
そ
の
間
津
中
の
犬
は
一
匹
余
さ
ず
捕
え
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
隔
離
し

410 第三家近世：t:I：会の展開



た
と
い
う
。

使
節
の
一
行
は
、
正
使
・
副
使
と
そ
の
介
添
え
の
従
事
官
を
主
と
し
、
以
下
諸
事
務
を
と
る
上
々
官
（
飲
上
沢
智
）
か
ら
版
帥

・
護
衛
・
後
手
・
京
子
ま
で
含
め
て
四
八

O
人
に
注
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
兵
庫
で
の
賄
い
接
待
も
、
正
使
・
従
事
宿
は
絵

屋
布
近
布
衛
門
、
副
使
・
上
々
官
街
は
網
慶
一
新
九
郎
、

上
判
事
宿
は
小
…
丘
陵
助
右
衛
門
、

中
官
宿
は
肥
前
監
粘
右
衛
門
f

い
ず

れ
も
浜
本
開
）
、

そ
の
他
は
対
応
藩
関
係
者
を
含
め
て
約
五

O
軒
の
民
家
に
分
宿
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。

と
く
に
正
使
・
副
使

・
従
事
一
一
一
使
の
街
は
、
川
悦
・
障
子
が
張
り
替
え
ら
れ
た
と
い
う
3

食
器
・
燭
台
・
手
燭
・
行
灯
・
閣
塗
枕
・
蒔
絵
硯
箱
・
恭
盤

な
ど
必
要
な
道
具
は
、
津
小
を
は
じ
め
各
所
か
ら
集
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
へ
配
分
さ
れ
た
。
上
陸
の
た
め
に
は
、
一
一
一
使
の

船
が
接
舷
で
き
る
よ
う
に
、
五
問
問
に
一

O
間
半
の
臨
時
の
桟
橋
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

注
路
は
ん
決
勝
十
凶
作
十
一
汀
十
九
日
、
夜
に
な
っ
て
使
節
の
船
六
般
が
相
次
い
で
到
着
し
た
。
尼
崎
藩
か
ら
は
病
気
の
家
老
に

代
わ
っ
て
、
日
付
野
瀬
小
左
衛
門
・
森
嶋
弥
五
左
衛
門
の
阿
人
と
兵
庫
港
行
楽
津
嘉
兵
衛
ら
が
関
船
で
、
兵
庫
津
か
ら
は
問
方

・
北
浜
・
南
浜
一
一
一
方
の
名
主
お
近
右
衛
門
・
弥
兵
術
・
八
左
衛
門
と
庄
屋
武
八
ら
が
船
で
、
と
も
に
和
岡
崎
沖
ま
で
出
迎
え
、

交通・通信網の際関

の
船
は
新
設
の
桟
橋
に
接
舷
し
た
。
夜
は
浜
辺
の
各
町
で
、
延
べ
五
八

O
余
張
に
の
ぼ
る
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
た
。
夜
半
こ

ろ
三
伎
は
上
臨
し
、
宿
舎
に
入
っ
た
が
、
現
日
夜
明
け
に
は
円
十
く
も
出
港
し
て
い
る
。
使
節
一
行
の
入
港
中
は
、
防
火
の
た
め

日
暮
れ
以
後
は
火
を
焚
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
炊
飯
な
ど
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

帰
路
の
時
は
、
大
坂
で
事
件
が
突
発
し
、
出
港
が
大
幅
に
遅
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
予
定
も
立
た
ず
、
兵
庫
で
は
引
き
船
・

第仁自白

通
船
な
ど
の
総
保
の
た
め
に
水
主
の
自
分
稼
ぎ
を
制
限
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
対
策
に
苦
癒
し
て
い
る
。
約
一
カ
月
遅
れ
て

勝
十
四
年
瓦
月
八
日
、
午
後
か
ら
夜
半
に
か
け
て
よ
う
や
く
入
港
、

一
行
は
そ
の
夜
は
船
で
過
ご
し
、
叩
中
川
日
午
後
に
な
っ
て

H
－
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日
一
上
陸
し
た
。

つ
い
に
下
船
、
風
は
夜
に
入
っ
て
吹
き
つ
の
り
、
兵
庫

し
か
し
同
タ
乗
船
し
て
か
ら
東
風
が
強
く
な
り
始
め
、

で
は
人
足
を
繰
り
出
し
て
、
船
体
の
防
護
に
忙
殺
さ
れ
た
。
必
婆
な
綱
や
錨
は
一

ツ
茶
屋
・
神
戸
・
御
影
・
魚
崎
な
ど
近
辺
の
各

浦
か
ら
も
集
め
て
米
て
こ
れ
に
あ
て
、
事
な
き
ゃ
｝
得
て
い
る
。
そ
の
後
、
風
を
待
っ
て
出
港
し
た
の
は
、
十
四
日
の
朝
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
た
ま
た
ま
兵
庫
の
船
大
工
が
、
阿
波
・
讃
岐
・
播
踏
の
他
国
船
主
一
ニ
人
か
ら
、

工
事
の
都
合
な
ど
で
錨
や
綱
を
預

か
っ
て
い
た
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
危
急
の
際
と
い
う
こ
と
で
併
用
し
た
。
後
に
そ
の
返
礼
と
し
て
、
尼
崎
藩
は
銀
札
入
匁
六
分

を
贈
γ
？
っ
と
し
た
が
、
一
一
一
人
の
船
主
は
い
ず
れ
も
、
海
上
危
急
の
時
は
相
身
互
い
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
受
け
取
ら
ず
、
出
航

し
て
い
っ
た
と
い
う
。

こ
の
寄
港
・
接
待
の
う
%
、
賄
い
の
部
分
は
幕
府
の
負
担
で
、
魚
介
な
ど
の
調
達
に
入
札
が
行
わ
れ
た
が
、
地
元
で
は
入
札

額
の
引
下
げ
が
指
示
さ
れ
た
た
め
希
望
者
が
な
く
、
結
局
大
坂
の
木
津
屋
長
兵
衛
ら
一
一
一
人
が
請
け
負
っ
た
。

の
ち
材
料
を
納
入

し
た
兵
庫
の
尚
人
と
の
間
に
、
代
金
支
払
い
、
運
延
に
対
す
る
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
動
員
さ
れ
た
水
主
・
船
の
費
用
は
、

銀
二
七
一
二
位
（
余
に
の
ぼ
り
、
尼
崎
・
西
宮
・
兵
庫
を
は
じ
め
、
そ
の
間
に
あ
る
捕
役
を
も
っ
村
々
が
負
担
し
た
が
、
尼
崎
藩
か

ら
は
水
主
扶
持
米
山

O
O石
が
ド
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
兵
庫
で
手
配
し
た
御
用
人
足
一
一
一
一
一
一
二
五
人
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
扶

持
米
一
六
右
ム
ハ
斗
余
、
か
下
付
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
米
一
石
の
値
段
お
よ
そ
銀
五
一
一
一
匁
で
換
算
し
て
み
る
と
、
水
主
扶
持
米

で
二
一
貫
ニ

O
O匁
、
人
足
扶
対
米
で
八
八

匁
に
し
か
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
兵
庫
以
外
の
地
方
で
は
、
菟
原
・
入
部
郡
の
幕
府
領
で
あ
っ
た
一
一
一

O
余
カ
村
に
、
幕
府
か
ら
使
節
へ
贈
る
猪
四
五

匹
分
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
猪
は
も
ち
ろ
ん
六
甲
山
地
で
捕
獲
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
白
川
村
で
は
、
宝
暦
十
三
年
二
、
一
一
一

月
と
九
、
十
月
の
者
秋
一
一
間
に
分
け
て
猪
狩
り
を
実
施
し
て
い
る
。
数
名
な
い
し
十
数
名
で
一
組
を
編
成
し
、
出
動
延
べ
回
数

4r2 近総社会の展開trr三猿



は
一
一
八
回
に
及
び
、
猪
七
匹
な
射
止
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
猪
肉
は
近
在
の
皮
多
に
依
頼
し
て
滋
詰
め
に
加
工
し
た
あ
と
、
幕

府
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
使
館
一
行
の
国
内
通
行
の
た
め
、
壱
岐
勝
本
か
ら
兵
庫
・
大
坂
ま
で
は
各
寄
港
地
、
大
波
か
ら
は
部
分
的
に
船
を
利
用

し
た
が
、
江
戸
ま
で
の
各
宿
場
合
わ
せ
て
間
二
カ
所
に
お
い
て
、
幕
府
は
一
一
一
七
人
の
大
名
止
を
指
名
し
て
そ
の
接
待
に
当
た
ら
せ

た
。
し
た
が
っ
て
幕
府
は
、
そ
の
大
名
の
う
ち
一

O
万
石
以
下
の
場
合
の
賄
い
料
、
大
坂
・
京
・
江
戸
で
の
宿
所
の
整
備
と
賄

い
費
、
そ
れ
に
陸
路
で
の
輸
送
人
馬
の
諸
費
用
を
償
う
必
要
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
使
節
米
朝
の
つ
人
潟
割
諸
入
用

其
外
御
賄
方
入
用
」
と
し
て
、
市
域
を
含
む
摂
津
・
播
磨
な
ど
沿
道
二
ハ
カ
悶
の
村
々
に
、
高
一

O
Oお
に
つ
き
金
一
一
一
両

永
一
二
五
文
の
割
合
で
賦
課
さ
れ
た
。

た
だ
菟
原
・
八
部
両
部
の
よ
う
に
猪
や
そ
の
ほ
か
鶴
を
負
担
し
た
村
は
そ
の
半
分
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
域
の
幕
府
領
は
、
大
坂
で
の
接
待
を
受
け
持
っ
て
い
た
代
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
大
坂
で
の
宿
泊
・
接
待

の
所
用
に
も
、
心
当
時
の
駒
ケ
林
・
西
須
磨
・
白
川
村
の
庄
屋
一
一
一
人
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。

交通・通信網の淡｜潟

こ
う
し
た
朝
鮮
通
信
使
も
以
後
来
朝
が
途
切
れ
、
最
後
の
文
化
二
年
度
は
対
馬
で
応
接
し
て
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
御
用

猪
狩
り
に
は
六
甲
山
地
西
方
に
位
置
す
る
衝
原
村
に
後
日
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
入
O
O）
の
あ
る
日
、
こ

の
村
の
山
中
で
、
実
弾
に
よ
る
鉄
砲
の
的
撃
ち
が
発
覚
し
た
。

「
玉
込
め
の
鉄
砲
取
り
扱
い
候
段
、
不
届
き
の
本
一
ふ
り
」
と
い
う

こ
と
で
村
民
二
人
が
捕
ら
え
ら
れ
、
入
牢
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
近
枇
で
の
鉄
防
相
の
管
理
は
厳
重
で
、
毎
年
届
け
出
て
許
可

第七節

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
も
普
通
は
鳥
獣
の
作
物
荒
ら
し
に
備
え
た
「
威
し
鉄
砲
」
と
し
て
で
あ
る
。

そ
の
時
庄
屋
市
兵
衛
は
、
こ
の
朝
鮮
使
節
へ
の
御
用
猪
捕
獲
を
と
り
あ
げ
、
当
村
に
は
そ
の
た
め
っ
玉
込
め
御
免
筒
L

が
認
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め
ら
れ
て
お
り
、

「
御
用
滞
り
無
く
相
勤
め
山
中
し
泣
く
存
じ
詰
め
、
右
稽
古
玉
込
め
鉄
砲
取
り
扱
い
候
」
と
弁
明
し
た
こ
と
が

効
を
奏
し
て
、
結
局
釈
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

2 

交
通
量
の
増
大
と
宿
駅
制
の
矛
届

荷
付
牛
馬
口

銭
の
発
端

六
甲
山
地
雨
麓
に
水
中
卒
業
が
興
る
と
、
必
然
的
に
原
料

や
製
品
の
輸
送
が
必
要
と
な
っ
て
、
読
運
送
が
始
め
ら

れ
た
。
兵
庫
駅
所
近
辺
で
は
、
向
一
川
原
川
・
天
王
谷
川
・
再
度
谷
川
・
生
田

川
な
ど
の
水
流
企
利
用
す
る
泊
絞
り
・
線
呑
粉
ひ
き
・
精
米
と
い
っ
た
水

車
業
が
始
ま
り
、
烏
原
村
・
石
井
村
・
荒
田
村
な
ど
の
村
民
の
う
ち
で
設

運
送
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
幕
府
の
宿
駅
制
で
は
、
駅
一
助
に
対
し
て
人
馬
の
継
立
て
な

義
務
付
け
る
見
返
り
と
し
て
、
近
夜
で
の
荷
物
の
賃
運
送
に
関
す
る
特
権

を
付
与
す
る
と
い
う
の
が
建
前
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
新
興
の
賃
運
送

業
に
対
し
て
、
兵
庫
駅
で
は
、
駅
一
昨
三
早
川
十
の
内
は
兵
庫
の
つ
働
き
場
し

で
あ
る
と
主
張
し
て
、

ま
ず
一
口
千
保
十
五
年
（
一
七
一
一
一

O
）
と
間
十
八
年
に
、

烏
原
村
・
石
井
村
・
荒
回
村
の
宜
運
送
を
差
し
止
め
る
一
払
え
を
大
坂
町
中
本

兵庫釈周辺村の主主運送稼ぎ口銭表 99
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行
所
に
提
起
し
た
。
奉
行
所
は
宿
駅
制
の
建
前
上
か
ら
、
当
然
兵
路
駅
所
の
主
張
を
認
め
た
が
、
こ
の
時
駅
所
で
は
、
相
手
村

の
賃
運
送
を
全
部
的
に
停
止
さ
せ
る
方
法
は
採
ら
ず
、
各
村
と
協
議
の
う
え
、
荷
付
け
牛
馬
の
口
銭
と
し
て
一
定
額
を
駅
所
に

支
払
う
と
い
う
条
件
で
、
各
村
の
賃
運
送
業
を
承
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
関
係
に
奥
平
野
村
と
は
享
保
十
五
、
同
十
八
年
、

一
万
文
五
年
（
一
七
四
O
）
と

ま
た
宇
治
野
村
・
花
熊
村
と
は
相
対
で
｛
足
踏
八
年

一aM
民のふ
γ
論
、
な
経
て
宝
殿
七
年
（
一
七
五
七
）
に
、

に
、
そ
れ
ぞ
れ
口
銭
支
払
い
の
条
件
で
決
着
を
み
て
い
る
し
、
さ
ら
に
熊
内
村
と
は
一
般
商
売
荷
物
の
賃
運
送
に
つ
い
て
も
、

享
保
十

に
同
様
な
口
銭
支
払
い
の
条
件
で
、
同
村
牛
馬
の
賃
稼
ぎ
を
認
め
て
い
る
（
表
切
）
。

六
甲
横
越
え

荷
物
運
送

六
甲
山
地
を
挟
ん
で
北
の
一
一
一
回
・
有
馬
と
南
の
灘
・
兵
庫
と
の
部
で
も
、
米
・
干
鰯
な
ど
の
荷
物
輸
送
な
め

ぐ
っ
て
同
様
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
通
路
な
ら
公
認
駅
所
を
経
る
往
還
筋
を
、
剣
え
ば
兵
庫
か
ら
務
官

・
生
瀬
・
道
場
川
原
と
い
う
よ
う
に
継
ぎ
送
る
か
、
ま
た
は
兵
庫
か
ら
天
玉
谷
越
え
で
谷
上
・
唐
植
を
経
由
し
て
有
馬
駅
へ

送
す
る
か
の
一
一
通
路
が
あ
る
。
兵
庫
か
ら
の
干
鰯
な
ど
の
把
料
は
、
当
熱
天
王
谷
越
え
の
直
送
、
が
近
く
、
こ
の
通
路
が
用
い
ら

も
こ
。

T
サ
A
付
、
ず
J

と
こ
ろ
が
有
馬
駅
側
に
は
縦
立
て
潟
が
常
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
兵
庫
の
ほ
か
沿
道
の
下
谷
上
村
な
ど
で
も

交通・通信網の淡関

自
村
の
牛
を
利
用
し
て
貨
運
送
を
始
め
た
と
い
う
。
当
時
市
域
の
村
で
は
潟
は
み
ら
れ
ず
、
お
よ
そ
半
分
以
上
の
農
家
で
牛
を

飼
っ
て
い
て
、
こ
う
し
た
駄
賃
稼
ぎ
は
、
村
に
よ
っ
て
は
有
力
な
段
間
余
栄
と
な
っ
た
。

兵
庫
駅
で
は
こ
れ
に
対
し
、
駅
所
周
辺
の
「
働
き
場
L

内
に
あ
た
る
と
し
て
、
下
谷
上
村
と
折
衝
を
重
ね
、
結
局
京
謄
六
年

下
谷
上
村
も
年
間
銀
五

O
匁
の
口
銭
安
支
払
う
と
い
う
条
件
で
、
有
馬
郡
向
け
荷
物
運
送
の
賃
稼
ぎ
を
継
続
す
る
約
定
が
双
方

第七露首

で
取
り
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
口
銭
に
つ
い
て
は
、
出
山
詔
庄
村
々
か
ら
各
村
自
分
荷
の
輸
送
に
ま
で
掛

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
が
出
て
、
庄
中
よ
り
の
依
頼
で
中
村
の
庄
屋
藤
兵
衛
が
そ
の
調
査
に
あ
た
っ
た
が
、
こ
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の
点
は
従
米
ど
お
り
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
、

郷
中
は
一
応
収
ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
宝
暦
九
年
、
同
じ
沿
道
に
位
置
す
る
上

谷
上
村
か
ら
こ
の
賃
運
送
稼
ぎ
に
加
わ
り
た
い
と
い
う
要
望
が

六Ffljず｛越え通路WJf系図（［二コは街駅）

出
さ
れ
て
、
今
度
は
河
谷
上
村
の
間
に
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ

れ
は
、
京
都
代
官
小
堀
数
馬
の
指
示
で
取
扱
人
が
周
旋
す
る
こ

と
に
な
り
、
よ
う
や
く
宝
磨
十
年
、
時
谷
上
村
内
部
の
こ
と
と

し
て
、
下
谷
上
村
六
五
%
・
上
谷
上
村
一
一
一
五
%
に
運
送
荷
を
ふ

り
分
け
る
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
上
谷
上
村
も
そ
の

分
の
口
銭
を
兵
，
館
駅
に
支
払
っ
て
い
る
。

一
ガ
灘
白
地
域
か
ら
は
、
直
接
六
甲
山
地
を
横
断
し
て
有
馬

郡
と
結
ぶ
最
短
通
路
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

つ
に
菟
原
郡
東
明
村

1
有
馬
郡
庶
橋
村
間
を
結
ぶ
六
甲
横
越
え

の
荷
物
運
送
が
、
有
馬
郡
木
庄
村
丈
右
衛
門
・
陪
郡
上
津
下
村

小
左
衛
門
・
菟
原
郡
東
明
村
柴
屋
又
四
郎
ら
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
。
こ
の
方
は
、
宝
踏
四
年
生
瀬
・
小
浜
・
道
場
川
原
一
一
一
駅

が
、
慣
例
に
反
す
る
新
規
稼
ぎ
は
柱
還
駅
所
の
妨
げ
に
な
る
と
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し
て
、
そ
の
差
止
め
を
大
坂
町
奉
行
所
に
出
訴
し
て
い
る
つ
こ
の
時
も
奉
行
所
は
、
駅
一
併
の
主
張
を
認
め
た
が
、
ゴ
一
駅
所
側
は

新
規
設
運
送
者
と
の
相
対
に
よ
る
日
銭
方
式
は
と
ら
ず
、
賃
運
送
そ
の
も
の
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ

の
経
済
的
に
有
利
な
短
距
離
直
通
賂
に
よ
る
賃
運
送
問
題
は
、
幕
末
期
に
も
再
び
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
J

兵
庫
凱
へ
の

助
郷
村
付
属

参
勤
交
代
の
実
施
、
商
品
経
済
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
、
交
通
註
が
増
大
し
た
主
要
往
還
の
宿
場
で
は
、
～
稿

釈
に
常
備
さ
れ
て
い
る
人
馬
数
で
は
そ
の

に
応
じ
き
れ
な
く
な
り
、
宿
駅
周
辺
町
村
か
ら
も
人
潟
を
諦

述
す
る
と
い
う
助
郷
の
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
助
郷
制
は
、
白
玉
、
氷
一
万
年
（
一
七
O
m悶
）
五
街
道
沿
い
の
大
名
に
宛
て
ら

れ
た
宿
役
人
設
置
の
触
れ
が
、
駅
所
や
助
郷
村
の
鴎
窮
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
実
施
は
こ
れ
よ
り

以
前
、
元
掠
期
こ
ろ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

市
域
の
場
合
は
、
一
万
禄
J
正
徳
期
こ
ろ
ま
で
に
駅
開
通
路
が
確
立
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
も
と
く
に
問
問
往
還
の
交
通
最
が

多
く
、
し
た
が
っ
て
宿
駅
の
う
ち
で
も
兵
路
津
の
負
担
が
増
大
し
、
駅
一
所
の
維
持
に
は
悶
難
が
生
じ
始
め
た
。

し
か
し
、
尼
崎

藩
鎮
の
時
代
は
、
滞
か
ら
の
手
当
米
や
拝
借
金
、
酒
造
株
の
付
与
、
人
馬
召
集
へ
の
便
宜
な
ど
の
助
成
が
あ
っ
た
が
、
明
和
六

交通・通信網の展開

年
（
一
七
六
九
）
幕
府
領
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
藩
か
ら
の
補
助
も
な
く
な
り
、
駅
所
の
維
持
は
急
に
悶
難
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
国
難
の
原
因
は
、
公
定
賃
銭
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
質
の
方
が
高
く
つ
く
地
域
の
釈
所
で
は
、
稼
働
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が
増
え
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
兵
路
駅
の
場
合
も
後
に
み
る
よ
う
に
実
費
の
方
が
高

く
、
駅
所
を
預
か
る
岡
方
所
属
の
地
方
勘
定
か
ら
毎
年
米

五
石
が
助
成
さ
れ
て
い
た
が
、
交
通
益
増
大
傾
向
の
も
と
で
は
駅

第七節

所
の
収
支
維
持
に
は
必
然
的
に
困
難
が
伴
っ
た
。

そ
の
た
め
以
後
幕
府
は
、
兵
庫
駅
所
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
劫
郷
村
を
付
属
せ
し
め
た
り
、
利
子
生
み
資
金
枠
を
設
け
た

¥It !15: 持主災者説llI417 



り
、
茶
屋
株
を
付
与
し
た
り
す
る
助
成
策
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
ず
助
郷
村
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
兵
庫
駅
の
場
合
は
、
近
在
の
八
部
郡
と
住
吉
川
以
西
の
菟
原
郡
内
で
五

O
カ
村
が
指

定
さ
れ
た
。
指
定
さ
れ
た
の
は
、
大
名
領
を
除
く
幕
府
綴
・
旗
本
領
の
村
々
で
、
負
担
率
は
、
村
の
石
高
を
基
礎
に
し
た
が
…

作
で
は
な
く
、
幕
府
領
の
村
は
御
影
・
大
石
な
ど
船
役
を
負
担
し
て
い
る
村
お
よ
び
上
谷
上
・
下
谷
上
・
中
・
東
下
な
ど
六
甲

JJI・ り高（切手fl8 '.<F-(1771)) 
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交通・通信網の展開

兵隊駅付属助郷村の表 100
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山
北
側
の
往
泣
か
ら
遠
い
村
々
で
は
村
お
の
半
分
に
、
そ
の
他
は
全
’
一
尚
に
、
ま
た
旗
本
領
の
村
々
は
村
高
の
一
一
一
／
一
一
一
割
分
に
そ

Jtfりi潟

お
238.425 

190. 268 

168.985 

173.924 

141. 434 

221.679 

423.319 

704.222 

380.86 
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174.325 
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奥

れ
ぞ
れ
賦
課
す
る
と
い
う
較
援
を
設
け
て
い
る
。
幕
府
飯
村
の
う
ち
、
問
須
際
・
東
須
磨
・
神
戸
な
ど
の
村
は
指
定
さ
れ
て
い
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入

畑
山

'It日

第七節

な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西
須
磨
村
差
出
明
細
帳
に
、
長
崎
御
用
状
・
御
用
物
そ
の
ほ
か
御
用
村
継
ぎ
送
り
の
人
足

419 
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名

// 

’F 

官官名

必4

官II

を
負
担
し
て
い
る
の
で
免
除
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

し
か
し
、
指
定
さ
れ
た
助
郷
村
々
は
、
実
際
に
人
足



や
烏
を
差
し
出
す
の
は
本
業
の
農
作
業
に
支
障
な
き
た
す
と
上
願
し
た
た
め
、
結
局
代
銀
納
付
の
形
と
な
り
、
よ
う
や
く
明
和

八
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
同
採
用
さ
れ
た
助
郷
村
へ
の
賦
課
金
算
定
の
方
法
は
、
原
則
と
し
て
実
質
費
用
と
公
定
資
銭
と
の
援
額
を
、
先
に
指
定

さ
れ
た
村
高
に
応
じ
て
賦
課
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
助
郷
村
か
ら
出
す
べ
き
正
人
馬
は
一
年
に
人
足
二

O

0
0人
、
鳥
一
二

O
匹
分
と
見
積
も
る
、
こ
の
人
馬
の
費
用
は
人
足
一
人
二
匁
・
馬
一
匹
七

O
O文
か
か
る
か
ら
、
銀
換
算
で

五
貫

O
閉
匁
六
分
と
な
る
、
こ
れ
か
ら
公
定
の
受
取
賃
銭
額
合
計
二
貫
八
九
一
匁
一
一
一
分
七
厘
を
差
し
引
い
て
、
不
足
額
と
な

べο

貫

一
一
一
一
匁
二
分

を
、
効
郷
村
の
先
の
石
高
に
応
じ
て
賦
課
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
（
表
問
）
。

ち
な
み
に
住
会
川
以
東
の
市
域
で
は
、
幕
府
領
の
深
江
、
東
青
木
、
開
青
木
、

m中
、
横
屋
、
魚
崎
の
六
カ
村
と
尼
崎
議
儀

の
森
、
中
野
、
小
略
、
北
畑
、

田
辺
、
岡
本
、
野
容
の
七
カ
村
が
、
明
和
七
年
間
じ
条
件
下
に
あ
っ
た
間
宮
駅
の
助
郷
村
一
一
一
一
一
一

カ
村
の
う
ち
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
間
宮
釈
の
場
合
は
各
村
か
ら
出
火
人
足
を
出
し
て
い
た
う
え
、
以
後
そ
の
数
が
増
加
し
て
い

っ
た
の
で
、
助
郷
村
は
安
、
氷
五
年
（
一
七
七
六
）
人
数
の
限
度
を
設
け
る
よ
う
奉
行
所
へ
出
願
し
た
。
こ
の
時
は
ま
ず
実
態
を
調

べ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
す
ぐ
に
は
結
論
、
が
出
な
か
っ
た
。

よ
う
や
く
安
、
水
九
年
助
郷
村
側
は
、
そ
の
調
査
結
果
か

ら
、
駅
所
で
あ
る
西
宮
町
よ
り
助
郷
村
の
方
が
負
担
の
大
き
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
賃
銭
は
下
、
げ
戻
す
こ
と
、
駅
所
が
受
け

取
っ
た
は
、
ず
の
肪
郷
村
人
足
分
の
賃
銭
を
支
払
う
こ
と
、
今
後
は
突
入
足
で
は
な
く
代
銭
と
す
る
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
再
出

顕
し
た
。

（
一
七
八
一
一
一
）
に
な
っ

し
か
し
、
こ
れ
も
な
か
な
か
解
決
せ
ず
、
以
後
出
願
と
折
衝
が
続
け
ら
れ
た
う
え
、
記
入
明

て
結
局
代
銭
納
は
認
め
ら
れ
ず
、
最
初
の
人
数
に
近
い
一
年
間
に
一
一
八

O
O人
と
い
う
限
度
を
設
定
す
る
裁
許
が
出
さ
れ
た
に

と
ど
ま
っ

420 近jltf.I:会の民間ill三三市



明
石
郡
村
々
の
場
合
も
、
同
じ
明
石
落
傾
下
に
あ
る

大
蔵
谷
駅
補
助
の
人
足
な
ど
を
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
兵
庫
浮
で
は
安
、
氷

一
月
、
さ
ら
に
代

官
所
に
対
し
駅
所
総
持
の
た
め
の
利
子
生
み
拝
借
金
の

下
付
を
出
願
し
た
。
こ
れ
は
拝
借
金
を
資
金
と
し
て
運

m川
し
、
そ
の
利
息
を
も
っ
て
駅
所
の
助
成
に
応
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仕
法
は
他
の
駅
所
で

も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
幕
府
も
こ
れ
を
容
れ
、
兵
路

に
対
し
て
は

0
0尚
を
、
同
方
惣
会
所
お
よ
び
抱

屋
敷
じ
カ
所
を
引
き
当
て
に
出
金
し
、
こ
れ
を
代
官
所

兵庫駅助成の貸付利金下付額表 101

在長金十！下代年

1't 匁
~R 6. 480 
、t
（一部減吉良）

銀 5.40 

安永 4(1775)

文化14(1817) 

交政 6(1823)

天保 2(1831) 

停止

。14(1843)I) 
入金 69向， 永109女8分

：＞；＊永 5(1852）リ
グ 6(1853）；金 42阿 l分

交政 1(1854）；金 65阿

か 2(1855）：金 38河3分

か 3(1856）；金 47問，永85文4分

グ 4(1857) i金116f.ii]1分，氷494文l分

グ 5(1858) I金 64問2分 3朱，永219文8分

グ 13(1842) 

が
て
九
%
の
利
息
で
運
用
し
て
、
利
息
銀
…

0
賞
八

O
O匁
の
う
ち
幕
府
へ
の
利
息
間
貫
一
一
一
一
一

O
匁
を
冥
加
と
し

交通・通信網の炭／）持

残
り
ふ
ハ
武
四
八

O
匁
を
駅
所
助
成
と
し
て
下
付
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
安
、
氷
四
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
（
表
出
。

し
引
き
、

株
主
主
む
な
駅
馬
所
有
者
に
免
許
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
助
成
策
と
し
て
、
大
坂
町
奉
行
所
は
明
和
七
年
、
定
芝
居
株
の
一
部
を
駅
馬
の
所
有
者
・
差
配
者
に
、
茶
屋

こ
の
よ
う
に
し
て
駅
所
の
維
持
が
関
ら
れ
た
が
、
稼
働
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が
用
え
る
と
い
う
宿
駅
制
の
矛
盾
は
、
以
後

第七節

も
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

jll: 近！？止すご新ill!
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飛
脚
問
屋
の
活
動

飛
総
問
屋
の

灘
官
一
届
け

近
叶
い
の
通
信
方
法
と
い
え
ば
、

く
は
害
状
を
院
接
人
に
託
し
て
相
手
に
伝
え

い
う
ま
勺
も
な
く
、

る
の
が
努
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
達
者
は
一
般
に
飛
脚
と
よ
ば
れ
、
そ
れ
を
専
門
に
す
る
業
者
も
現
れ
た
。

一
方
村
内
に
は
、
村
政
上
の
情
報
を
村
氏
に
伝
え
る
役
割
合
」
も
つ
「
あ
る
き
」
が
い
た
。

「
あ
る
き
い
は
、
村
か
ら
若
干
の

給
付
を
受
け
、
主
に
村
役
人
の
指
示
に
よ
っ
て
、
村
吹
叫
ん
口
や
行
事
そ
の
他
の
伝
述
を
う
け
も
っ
て
い
た
。

領
主
か
ら
の
触
れ
書
な
ど
は
、

藩
飯
で
は
大
庄
屋
、

幕
府
領
そ
の
他
で
は
組
合
村
を
通
じ
て
、

村
継
ぎ
に
伝
述
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
代
官
所
や
泰
行
所
か
ら
特
定
の
村
あ
て
に
出
さ
れ
る
通
知
書
な
ど
は
そ
の
役
所
の
用
迷
や
御
用
宿
な
ど
か
ら
伝
達

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
幕
府
は
、
出
先
機
関
と
の
連
絡
に
宿
駅
を
泊
、
ず
る
つ
継
ぎ
飛
脚
し
の
制
を
設
け
、
ま
た

部
の
大
藩
で
は
、
江
戸
と
領
地
を
結
ぶ
情
報
伝
達
に
「
大
名
飛
脚
し
と
呼
ば
れ
た
内
前
の
飛
脚
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

る

一
般
民
間
の
通
信
の
場
合
は
、
府
援
人
に
依
頼
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
政
リ
門
業
者
で
あ
る
町
飛
脚
犀
も
利
則
さ
れ
た
。

」
の
町
飛
脚
は
一
近
世
通
信
網
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

川
飛
脚
は
、
大
坂

江
戸
の
三
部
を
中
心
に
、

江
戸
時
代
前
期
に
起
こ
っ
た
。

初
期
の
こ
ろ
は
預
か
っ
た
苫
状
を
瓜
接

持
参
し
て
手
渡
す
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
送
り
の
場
合
な
ど
は
持
参
し
た
帯
状
を
人
通
り
の
多
い
日
本
橋
辺
で
誌
に
ひ

ろ
げ
て
見
せ
、
相
手
に
手
渡
し
た
と
い
う
。
通
信
長
の
多
さ
や
重
要
性
か
ら
、
こ
の
二
a

部
の
飛
脚
隠
は
五
い
に
連
時
し
て
営
業

422 :,t]:jll：任会の！長IJll第ご＿1'j;:



ず
る
よ
う
に
た
り
、
そ
の
な
か
か
ら
寛
文
四
年
（
二
ハ
六
回
）
以
後
幕
府
一
部
機
関
の
公
用
使
も
川
引
き
受
け
、
道
中
馬
継
ぎ
の
鑑

111: )!:i: 

札
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
定
飛
脚
仲
間
が
、
そ
の
中
核
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
。
定
飛
脚
は
時
期
に
よ
っ
て
仲
間
に
移
動
が

と
し
て
、
江
戸
に

あ
る
が
、
一
本
保
前
後
に
は
江
戸
で
八
店
、

こ
Z
戸、

イノ

Hjz
三
店
ほ
ど
が
仲
間
を
組
み
、
こ
の
仲
間
外
に
も
江
戸
j
大
坂
潤
の
飛
脚
屋

fffft編m

大
坂
に
も
一
応
あ
っ
た
と
い
う
（
表
出
。
こ
の
定
飛
脚
は
幕
’
肘
公
用
物
・
民
間
委
託
物
を
ま
と
め
て
、

仮
月
一
一
一
度
（
江
戸
は
二
の
つ
く
日
に
山
立
）
往
来
し
た
の
で
三
度
飛
脚
仰
と
も
呼
ば
れ
、
市
一
一
凶
状
の
ほ
か
に
金
銭
や
荷
物
も
運
送
し
た
。

も
ち
ろ
ん
三
部
以
外
に
も
、
飛
脚
陸
は
主
要
街
道
に
沿
っ
て
地
方
へ
も
普
及
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、
一
止
徳
年
間
和
国
山
を
め
ぐ
る
や
論
が
江
戸
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

方
の
当
事
者
で
あ
っ
た
東
尻
池

支
ず
江
戸
の
飛
脚
屋
「
綾
河
町
山

に
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
町
飛
脚
が
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
江
戸
か
ら
の
書
状
は
、

村
の
江
戸
出
張
村
投
入
と
地
元
村
と
の

交通・ j即日il~Jの民間

JfU肉l仲間一覧表 102

第七節

八
左
衛
門
し
ま
で
持
参
し
て
託
し
て
い
る
、
山
田
鹿
か
ら
は
大
坂
の
つ
か
い
や
町
筋
純

康
問
肥
隆
口
町
一
段
段
段
股

坂
域
向
氷

ふ

1

1白

J
d

ふ
や

lノ
J
t

大

山

和

島

京

木

伏

十

）主張康長左衛門

天満屋長左衛門

尾張屋七兵Ni
'fij¥EEJ屋久左衛門

江戸足惣五郎

多rn段徳右衛門
天満屋台右衛門

}j~ 屋佐兵衛

N1:m E三十布jf!Jfll]
江戸際茂右衛門

越市J殴X.lc:iむjlr]

かめや小左衛門

j首長辰吉兵衛

機

町一一一

γ
目
灘
毘
仁
兵
衛
」
に
送
ら
れ
る
、
灘

n料：「烏窓V己主1衛門省i[ji＂；録，， F飛i関！手I'
llf1総まくり」

か
ら
さ
ら
に
つ
伏
見
堀

了
ヨ
ヱ
ご
反
喬

…

l
p
v
、1
4

北
九
月
野
倒
産
弥
兵
衛
へ
相
届
け
、
犬
よ
り
夜

所
へ
飛
脚
に
て
着
け
申
し
侠
し
と
い
う
手
順

で
み
の
っ
た
と
い
う
。

わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
こ

と
を
記
録
し
て
い
る
の
は
、
当
が
者
に
と
っ

て
も
数
少
な
い
経
験
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

」
の
江
戸
の
山
田
鹿
と
大
坂
の
灘
監
は
い
ず

423 



れ
も
当
時
の
定
飛
脚
仲
間
に
は
そ
の
名
が
み
え
、
ず
、
仲
間
外
の
町
飛
脚
康
で
あ
っ

」
の
時
江
戸

1
東
尻
池
村
防
の
書
状
は
、

出
し
た
日
を
今
日
め
て
お
よ
そ
一
…
日
目
に
防
い
て
い
る
。

市
域
の
灘
地
方
が
、
澗
や
絞
り
仙
の
江
戸
向
け
産
地
と
し
て
発
達
し
は
じ
め
る
と
、
当
然
江
戸
と
の
通
信
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
常
度
も
濃
く
な
っ
て
、
大
坂
の
飛
脚
間
援
で
は
、
灘
地
域
へ
の
直
接
配
達
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
江
戸
の
定
飛

脚
問
屋
の
つ
’
品
屋
佐
右
衛
門
家
戸
録
」
に
も
、
灘
向
け
の
金
銭
飽
届
け
、
書
状
政
触
れ
に
つ
い
て
、

新
川
小
の
井
瓦
郎
兵
衛
殿
・
な
だ
菊
鹿
新
右
衛
門
殿
御
世
話
に
て
、
配
長
兵
衛
直
届
け
を
は
じ
む
、
金
百
前
五
匁
づ
与
な

り
し
が
、
大
坂
や
右
の
同
け
取
り
山
中
さ
ざ
る
故
、
問
中
（
本
保
十
一
一
一
年
）
の
比
よ
り
無
貨
な
り
、
配
長
兵
衛
と
い
へ
る
は
、

な
だ
酒
屋
衆
初
り
の
比
通
ひ
、
其
ぜ
っ
脇
浜
た
ど
や
久
山
郎
殿
・
五
百
崎
山
路
十
兵
衛
殿
な
ど
の
人
止
嫌
に
て
、
吉
田
・
松

浦
な
ど
段
々
仕
出
し
に
て
、
（
中
略
）
一
万
文
の
比
よ
り
此
方
思
ひ
付
い
て
、

一
了
新
左
衛
門
な
ど
の
な
だ
礼
の
初
り
し
比
、

こ
れ
こ
れ
喜
平
二
様
に
手
前
日
以
那
が
礼
に
ま
い
ら
れ
た
と
い
ひ
し
を
お
ぼ
え
た
り
、
全
株
あ
し
述
者
に
て
、
兵
時
州
立
で
十

史
の
処
を
配
り
ふ
れ
し
て
、

日
か
へ
り
し
た
り
し
も
の
な
り

と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
酒
造
業
者
な
ど
得
意
先
へ
は
、
事
保
・
一
万
文
こ
ろ
以
後
、
江
戸
か
ら
の
定
飛
脚
使
は
直
接
附
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

方
、
こ
の
頃
早
飛
脚
と
称
し
て
、
速
述
使
を
始
め
る
者
が
現
れ
、
元
文
問
年
（
一
七
三
九
）

一
い
刷
出
飛
脚
仲
間
で
は
、
こ
れ
を

仲
間
内
に
広
げ
て
柳
屋
嘉
兵
衛
に
詰
け
負
わ
せ
、

つ
い
で
一
平
和
一
一
一
年
（
一
八
O
一
一
一
）
に
は
、
円
十
飛
脚
使
を
扱
う
例
患
を
仲
間
持
ち

の
会
所
と
し
て
、
月
に
一
八
度
の
使
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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村
に
届
い

た
飛
榔
使

天
明
二
年
（

七
八
一
一
）
幕
府
ば
、
こ
の
仲
間
に
定
飛
脚
株
を
免
許
し
、
冥
加
金
を
上
納
さ
せ
る
反
面
、
飛
脚
使

し
か
し
こ
の

近

り
ぬ
継
ぎ
に
停
滞
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
道
中
奉
行
の
触
れ
を
街
道
の
各
宿
場
に
下
し
て
い
る
。

宿
継
ぎ
の
停
滞
と
、
利
用
者
の
日
時
短
縮
の
要
望
と
は
以
後
も
長
く
課
題
と
し
て
残
っ
た
。
そ
の
後
仲
間
内
で
は
、
写
和
一
一
一
年

料
金
な
ど
の
体
系
を
細
か
く
定
め
た

自主史編日i

に
仲
間
定
法
を
定
め
、

つ
い
で
文
化

（一八
O
Jハ
）
に
は
、
逓
送
の
日
限

新
し
い
飛
脚
仕
法
を
実
施
し
て
い
る
（
表
例
）
。

こ
の
新
仕
法
帳
は
、
そ
の
得
意
先
で
あ
る
灘
の
酒
造
家
に
も
往
々
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
・
大
坂
開
の
も
つ

交通・通傍納の展開第七節

江戸・大坂間の飛脚料金
（文化3年（1806))

表 103

金｝
 
t
f
 

物'" rm 類穂ヤ児｛
 

金 41：：可2分
匁
3良 l
0.4 

0. 2 

55 

15 

11 

45 

15 

6. 5 

訴状1通（300匁まで）

1'!1'状 Ij滋（ 10匁まで）

設状 1j滋（ 10匁まで）

設状 1通（ 10匁まで）

金 100ji!ij 

金 100p!ij 

金100jjlij 

荷物 l貫目

荷物1食1:1

荷物 1食II

4 El ~Jiミワ fl::sl:

6 El I浪り空宇使

10 lヨ限り幸俊

立立 主幹 ｛挺

61ヨ｜浪りさ幹使

10 El限りさド使

j)['. 空宇 使

6日i>Rり当主｛従

10 El i浪りヨド使
主主 宰 ｛児

と
も
速
い
使
は
四
日
目
に
到
着
す
る
が
、
い
わ
ば
特
別
仕
立
て
な
の
で
、

料
金
は
荷
重
一
二

O
O匁
（

二
五
グ
ラ
ム
）
ま
で
金
問
尚
二
分
（
銀
約
二

八
八
匁
）
か
か
る
。
当
時
で
も
米
に
し
て
お
よ
そ
五
石
ほ
ど
の
締
格
で

〉
‘
，

o

皮
y？

も
し
日
限
を
き
ら
な
い
普
通
便
で
送
る
と
、
荷
重
一

O
匁
（

七
・
五
グ
ラ
ム
）
ま
で
料
金
は
銀

0
・
二
匁
で
す
む
と
い
う
料
金
体
系
に

な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
実
際
に
残
さ
れ
て
い
る
害
状
を
み
て
み
る
と
、
飛
脚
鹿
の
名

資料：「柴汀1家文m」

印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
飛
脚
犀

の
名
印
が
な
い
も
の
の
う
ち
に
は
、
お
そ
ら
く
家
人
や
知
人
、
雇
い
人

な
ど
飛
脚
麗
以
外
の
人
に
委
託
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
商
売
上
の
通
信
は
飛
脚
盤
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
飛
脚
患
の
付
け

42ラ



た
目
印
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
神
戸
村
松
屋
の
例
で
み
て
み
よ
う
。

松
践
は
、
酒
造
と
廻
船
業
を
営
む
有
力
商
人
で
、
そ
の
取
引
先
は
、
大
坂
は
も

神戸村紙屋へ届いた諮状

わ
ろ
ん
江
戸
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
松
屋
宛
書
状
の
う
も
、
江
戸
か
ら
の
分
に
は
、

「
悶
十
序
」
と
か
「
正
六
日
限
」
と
か
の
印
を
押
し
た
も
の
や
、
「
凶
日
限
」
の
赤
い

抑
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

「
閉
臼
限
」
は
特
別
仕
立
て
の
速
達
使

で
あ
り
、
自
印
に
赤
札
が
つ
け
ら
れ
る
。

日
限
｝
に
は
、
特
別
仕
立
て
と
幸

使
（
他
の
仕
立
て
使
に
付
加
す
る
、
つ
い
で
の
使
）
と
が
あ
る
。

は
日
限
は
き

め
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
速
い
幸
便
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

写真 99

出
状
に
押
印
さ
れ
た
飛
抑
屋
の
名
前
は
、

送
付
な
引
き
受
け
た
飛
騨
屋
に
ち
が

、
：
、
O

B
U
φ
／
白
、
L
V

た
と
え
ば
、
江
戸
発
信
の
書
状
一
通
に
つ
大
坂
平
野
橋
東
詰

ff 
j二：

度
飛
脚
毘

尾
張
屋
台
兵
衛
」
と
「
堂
嶋

印
の
抑
ふ
さ
れ
て
い
る
の

車
源
L

の

が
あ
る
の
尾
張
毘
吉
兵
衛
は
定
飛
脚
仲
間
の
一
人
で
あ
る
か
ら
、
尾
張
屋
が
江
戸

も
の
で
あ
ろ
う
。
江
戸
か
ら
の
使
で
｛
堂
嶋

か
ら
の
送
付
を
受
け
持
ち
、
大
坂
か
ら
は
地
方
送
り
の
た
め
に
、
さ
ら
に
こ
れ
を
堂
嶋
の
車
産
源
右
衛
門
を
通
じ
て
送
付
し
た

事
一
政
L

と
印
の
あ
る
の
は
こ
の
方
法
で
送
付
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
大
坂

発
信
の
書
状
で
「
堂
嶋

取
源
L

と
あ
る
の
は
、
小
限
接
取
麗
源
右
衛
門
ヘ
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
比
較
的
に
近
距
離

J
J
〉
、

川

vjHν

た
と
え
ば
御
影
村
発
信
の
害
状
は
、
御
影
村
に
存
在
し
て
い
た
泊
飛
脚
屋
を
通
じ
て
送
ら
れ
て
い
る
。

松
葉
屋
」
河
印
の

ま
た
、
明
石
落
新
団
組
大
庄
麗
須
藤
家
へ
届
け
ら
れ
た
書
状
の
な
か
に
は
、
こ
の
「
車
源
」
と
「
問
問
お

426 近世！：副司会の傑IJUm三主主



i止

押
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
Q

紙
業
屋
が
切
石
で
こ
の
書
状
を
中
継
し
て
配
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

交通.！副首紛の後Bf.l第七節

グ（総合調ままj好）早飛！郎（泊ブ1米ブ'J）ネットワ
油
方
米
方
早
飛

脚
の
通
信
網

こ
の
「
車
源
」
ゃ
っ
御
影

近

rrl1 
11~ 
IV~J 
L 

つ
明
石

絞
薬
屋
｝
な
ど
は
明
ら
か
に
地
方
的
な
飛
脚
麗
で
あ
る
。

一
一
一
邸
周
辺
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
的
な
飛
脚
屋
が
か
な
り
の
数
存
夜
し
て
い
て
、
飛
脚
監
の
通
信
網
を
形

成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
灘
地

!tt災者同日l

j
 

f
l
J
Y
 

ド
レ
ト
，

｛’FJ':JIM 

長兵衛

半iて1</!/i
1J1 

折陵高一向；

藤井治政

i会銀箆新右衛門

米民栄三郎

fiilj前箆徳之介
行部屋友二良｜；

術後底的五郎

f科医磯子Jy

三三好段来日h
EEi中！i'±r＋虫ll
御手洗昆武友1i!J11日

山

前

山

会

辺

掛

谷

山

道

品

開

. (!Iii 
｜話j

板

そ iJll 

欠

lあi
0) 
I It!: 
｝ムー

下

事殴源右j{/jflう

ことiii：民家助

作殴 m;'r 
江線以降久七

小倉鼠茂兵衛

問尾原 （）十兵衛

演m キ！J 1111長所

名LU厚手！JIミjl!J
名Ill段科目）J

上l五辰徳二郎

小嶋民主喜兵衛

問尾監武兵俗

表 104

新設家庭万二郎

い
弘
前野

Jj，，（段

大木鼠

>1~ 原

没； Ji:;

尼崎

1己的
'!!'& ~1!: 
今 j•jt

f!Ji 官

古木

t!,~ 自／，f

御影

新在家

事JI pi 

兵 J!li

:)/-: 

野

：和泉
佼野

氏塚

J'iLftllll 

主界

官立

；
 

い汀
i

間
前

主it

他

主'L~~露店そ 災被

米段弥兵i!IJ

米陸 fJf右衛門

JI日現屋治虫ll右衛門 i
おll箆治右衛門
東段卯兵衛

苓妥段勝助

水＊riW設す兵衛

tt門尿 iJ!J' －じ
鍵 §'}. H燦ヨ玉虫ll
菊 fil Jむ入

切Jl日

本 Lt
}J!ll!Y J 11 

三木

小野

加東

大内

閣恨

姫路

貨12各

事
問
L
キ
4

i答

方
で
水
車
業
を
営
む
岡
本
村
の
井

上
家
に
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
定
飛
脚
関
展

11, 

i崎

工ゃこ、つ

φ
J
φ
J
兵
、

利
兵
衛
い
が
、
得
意
先
に
渡
し
た

と
み
ら
れ
る
「
金
銀
手
形
害
状
通
」

が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
油

ブ1

F
A

、41
J

汁
1
4
4
ノ

早
飛
脚
L

と
し
て
、

前
記
一
i

堂
嶋

車
庫
源
右
衛
門
L

を
は
じ
め
、
堺
・
岸
和
田
・
貝
塚

資料： r;t~上家文主ci'J

尼
崎
・
間
宮
・
魚
崎
・
御
影

神
戸
・
兵
庫
・
明
石
・
加
古
川

担
路
か
ら
、
岡
山
・
…
福
山
・
尾
道

・
広
島
・
下
関
ま
で
飛
脚
患
の
名

427 



ill中組飛胸J{1中間
（交政元年（1818))

表 105

飛胸I~名

ft~右jf,百flrj

I力兵衛

I )j~主兵衛

官兵衛

安次良

玉子 八

主幹 助

助兵衛

儀兵衛

前
が
列
記
さ
れ
て
お
り
（
表
山
）
、

勺
此
の
外
務
方
組
合
次
所
御
陵
候
L

と
記

曲川
wi
 

兵庫魚都j田r
グ潟II辻ニJ-!llf

グ淡町

神戸西之!llJ

御影西之町

四；~＇：

尼崎築地

明石

大坂堂島浜三了1:1

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
ほ
か
に
も
飛
脚
屋
が
あ
っ
た
と
み
え
る
。
も
ち
ろ

ん
地
域
に
よ
っ
て
、
飛
脚
屋
の
数
に
は
街
度
の
差
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、

資料・「~！~自］家文；＊lJ

こ
れ
ら
地
方
の
飛
脚
田
胞
が
っ
諸
方
組
合
次
所
」
と
し
て
連
携
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
か
な
り
の
通
信
網
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
な
だ
や
（
名

在所

倒
産
・
灘
隊
）
利
兵
衛
の
発
行
し
た
案
内
書
に
は
、
定
飛
脚
問
屋
I
C
し
て
、
一

般
の
ぷ
国
向
け
使
を
扱
い
、
毎
日
正
九
ツ
時
限
り
に
大
坂
向
け
、
夜
四
ツ
時

限
り
に
夜
出
朝
入
使
を
発
送
す
る
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
年
間
を
通
じ
て
約
一
一
一

O
日
の
休
日
が
あ
る
。

こ
の
通
信
網
の
な
か
で
、

市
域
に
は
魚
崎
（
な
だ
や
利
兵
衛
）
・
青
木
（
悶

出
張
所
）
・
御
影
（
な
だ
や
利
助
）
・
新
在
家
（
上
聞

同
僚
徳
二
郎
）
・
伸
一
戸
（
小
嶋
原
詩
兵
衛
）
・
兵
庫
（
西
尾
良
武
兵
衛
）
の
六
カ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
灘
の
酒
造
・
水

車
（
油
絞
り
米
aU
附
き
ほ
か
）
な
ど
の
地
元
産
業
や
、

を
自
ら
っ
油
方

廻
船
業
・
諮
問
屋
な
ど
商
業
活
動
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
、

こ
の
飛
脚
網

えと
方

早
飛
脚
L

と
称
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
得
意
先
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

飛
脚
康
と
得
意
先
業
者
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
、
飛
脚
犀
が
特
別
の
組
を
結
成
し
て
、
特
定
の
得
意
先
と
の
連
携
を
強

め
、
営
業
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
例
も
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
山
中
純
飛
脚
仲
間
は
、
大
坂
・
尼
崎
・
間
宮
・
御
影
・
神
戸

・
兵
庫
・
明
石
の
九
軒
の
飛
脚
屋
が
結
束
し
て
、
届
け
日
限
の
厳
守
や
紛
失
の
際
の
金
銭
保
証
を
か
か
げ
て
得
意
先
と
飛
脚
引

請
け
契
約
を
結
ん
だ
り
、
繋
が
り
の
あ
る
大
坂
両
替
砲
の
名
簿
を
配
付
し
た
り
し
て
活
動
し
て
い
る
（
表
出
。

ま
た
兵
路
の
米
市
場
仲
良
業
者
の
場
合
は
、
営
業
上
の
必
要
か
ら
特
別
の
飛
脚
使
を
有
し
て
い
た
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

428 近｜止社会の膝IJIJ第三均：



こ
の
業
者
仲
間
で
は
、
兵
路
で
も
米
市
を
た
て
て
い
た
か
ら
、
全
国
の
米
相
場
の
中
心
で
あ
る
大
坂
堂
島
の
相
場
情
報
を
入
手

す
る
た
め
、
特
定
の
者
と
飛
脚
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
舗
で
は
、
摂
津
西
成
郡
大
仁
村
百
姓
忠
兵
衛

と
上
福
島
村
大
和
麗
伝
吉
と
の
間
に
、
毎
日
米
相
場
の
早
飛
脚
を
た
て
る
こ
と
を
契
約
し
て
い
る
。

4 

有
馬
温
泉
と
湯
山
町
の
動
向

町
年
寄
の

町
政
選
営

湯
山
街
道
の
温
泉
町
で
あ
る
湯
山
町
の
町
政
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
部
分
、
が
多
い
。
建
久
一
一
年
（
二
九
一
）
一

月
に
吉
野
の
僧
仁
西
が
、
有
潟
混
内
水
な
再
興
し
た
時
に
、

一
二
人
の
人
達
が
仁
川
間
に
従
い
、
有
馬
温
泉
の
復
興

に
尽
力
し
た
と
い
う
。

一
二
の
坊
会
（
北
／
坊
（
兵
衛
）
・
池
／
坊
・
下
大
坊
・
茅
ノ
坊
・
横
ノ
坊
・
中
ノ
坊
・
中
放

I)) 

一
一
人
が
、

坊
・
上
大
坊
－
A

内
ノ
坊
・
奥
ノ
坊
・
二
階
坊
・
氾
ケ
仙
川
坊
）
を
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
真
偽
の
程
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
十
二

人
の
人
た
ち
の
子
孫
が
、
湯
山
町
の
年
努
衆
と
し
て

定
の
特
権
を
保
持
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

月
二
日
の
湯
の
入
り
初
め

交通・通信網の渓IJ自

に
、
十
二
家
所
と
し
て
一
定
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
。

ま
た
、
近
世
初
期
に
は
分
家
し
て
、
二

O
坊
に
増
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二

O
坊
の
う
ち
、
段
限
時
代
に
諮
問
福
寺
と
と
も
に
湯
山
町
の
代
官
役
を
勤
め
た
の
が
、
地
ノ
坊
（
余
出
家
）
と
爽
ノ
坊
（
河
上
家
）

で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
余
白
家
・
河
上
山
本
の
優
位
は
続
き
、
町
年
寄
役
を
代
々
踏
襲
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

七
五
五
）
に
「
年
寄
下
役
年
中
覚
書
L

が
定
め
ら
れ
、
湯
山
町
で
行
わ
れ
る
諸
行
事
の
催
し
方
・
費
用
や
、
こ

五
年
（

第七節

の一一

O
家
の
人
々
の
役
割
等
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
湯
山
町
に
も
新
興
町
人
が
台

頭
し
、
旧
来
の
開
発
町
人
の
特
権
が
次
第
に
侵
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
状
況
を
少
し
で
も
回
復
し
よ
う
と
し
て
、
二

O

昨一近百震災総阻429 



湯山田Iの町年寄の変遷表 106

点字 4(1687) 

1己＊＊ 6(1693) 
// 9 (1696) 

。15(1702)
主永 1(1704)

本保 6(1721)

グ 12(1727)

グ 15(1730)

川女 5(1740)

党保 2(1742)

グ 3(1743) 

延本 3(1746) 

// 4(1747) 

究延 3(1750) 

グ 4(1751)

定勝 3(1753)

グ 5(17 55) 

グ 10(1760) : 

（泊7 ＇.！：（保 2 年百姓f~市Jll15掠if"l. ＇.！：（£長 3年J:f主主代将liお衛l"l，延立3年1=1主E惣代；n・
Jll右衛門，延ミ主4年頭百姓抱；／5術r'l.1＇：＼延 3年惣代市郎:ti衛門

池坊1L言f右衛門
首｜｝ 九兵衛

下‘大VJ庄右衛門
奥坊三｜三六

グ 川崎＊吉i兵衛

河内段三郎左衛門 か

孫右衛門

容：

i戸）ド

池坊又お符Jll日

ノ

／

ノ

J

J

J

 

」，
ノ、よりJ=is 

// 

,, 

家
の
人
々
が
結
束
を
悶
め
よ
う
と
し
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

湯
山
町
の
「
年
賀
皆
済
問
録
」
に
よ
っ
て
、

点
享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら
宝
暦
十
年
ま
で

の
町
年
寄
の
変
遷
を
示
す
と
、
表
山
の
よ
う

に
な
る
。
苓
保
十
五
年
（
一
七
一
一
一

O
）
ご
ろ
か

ら
元
文
凶
年
（
一
七
一
一
一
九
）
ま
で
、
町
年
寄
が

人
に
な
っ
た
以
外
は
、
町
年
寄
は
二
人
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
が
ニ

O
坊
の

係イ二ifliJl1う

名

れ
け
J

I
f
l
，v
 

山
山

’h
1
 

1
↓

P
 

1
7
 

奥／／ 

// 

’F 

で
あ
り
、
開
発
町
人
と
し
て
二
一
必
の
地

位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

党
保

（
一
七
回
二
）
か
ら
寛
延
一
二
年
（
一
七

l
 
f
 

部J

円
川
J

N

H

J

口
ド
e

s

H

u

r

l

J

J

J

 

F

i

 

i

J

z

 

f

i

 

－－

4
1
 

J
A
B
J
x
q
 

一
一
一
グ
父
グ
仰
げ

五

O
）
ま
で
の
間
は
、

町
年
寄
と
と
も
に
百

f本所

代£f 

名
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
幕
府
に
よ
っ
て
年
京
増
徴
策
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
時
期
に
相
当
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

姓
の
代
表
者
一
名
が
、
年
其
皆
済
目
録
に
署

よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
湯
山
町
は
、
上
ノ
町
・
下
谷
町
・
上
道
町
・
中
ノ
町
・
寺
田
町
・
薮
之
内
町
・
上
谷
町
・
札

ム
ハ
町
か
ら
成
っ
て
い
た
。

之
町
・
鍛
冶
町
・
馬
場
崎
町
・
天
神
町
・
上
菩
提
町
・
北
之
町
・
瓢
徳
町
・
大
蔵
町
・
紘
一
十
屋
町
の
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各
々
の
町
に
は
年
行
司
一
名
が
陵
か
れ
、
町
年
寄
の
一
ト
で
湯
山
町
の
町
政
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。

ま
た
、
天
明
八
年
（
一
七
八
人
）
五
月
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
家
数
は
四
八

で
、
人
口
は
一
九

O
九
人
、
前
述
の
宝
永
七
年

（
一
七
一

O
）
の
家
数
五
六

O
軒
、
人
口
二
六
一
一
一

O
人
に
比
し
、
減
少
し
て
い
る
。

町
入
用
銀

出
入
一
件

事
保
五
年
八
月
六
日
に
、
年
寄
奥
坊
半
十
六
の
不
正
を
六
カ
条
に
わ
た
っ
て
湯
山
一
六
カ
町
の
町
人
・
百
姓
が
訴

え
た
事
件
の
裁
許
が
あ
っ
た
。
町
人
た
ち
は
、
肉
入
用
銀
や
そ
の
他
の
掛
り
銀
等
、
が
高
く
な
り
、
そ
れ
を
半
六

が
私
用
し
て
い
る
と
訴
え
た
が
、
裁
許
で
は
、
物
価
の
上
昇
、
新
銀
の
通
用
等
で
入
用
銀
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
半
六
が
徴
収

銭
安
｝
私
用
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
し
、
町
人
－

R
姓
の
訴
え
を
全
て
事
実
無
根
と
否
定
し
て
、
代
表
五
人
が
手
錠
の
読
を
受

け
、
半
六
も
こ
の
騒
動
の
責
任
を
と
ら
さ
れ
て
退
役
し
、
息
子
の
幸
右
衛
門
に
年
寄
役
が
申
し
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

裁
許
の
申
渡
覚
に
は
、
当
時
の
湯
山
町
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
興
味
深
い
ん
や
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

）
 
1
 
（
 
）
 

今〆（
 
元
禄
八
年
（

六
九
五
）
に
大
火
が
あ
り
、
間
十
六
年
に
は
問
中
残
ら
ず
類
焼
す
る
と
い
う
大
火
が
あ
っ
た
こ
と

宝
永
一
万
年
に
前
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
湯
麗
・
小
風
呂
止
を
、

に
揚
り
場
、
な
普
請
し
た
こ
と
。

さ
ら
に
正
徳
五
年

交通・通俗網の民間

（
一
七
一
五
）
に
小
風
呂
を
披
閲
読
し
た
こ
と
。
ま
た
こ
れ
ら
の
費
用
も
町
全
体
と
し
て
負
担
し
て
い
た
こ
と

(3) 

薬
師
堂
や
小
宮
の
普
誌
は
町
全
体
と
し
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
薬
師
堂
の
饗
銭
箱
は
年
寄
の
管
理
下
に
あ
り
、
そ

の
高
は
毎
年
一
一

O
O貫
文
余
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
二
一
一

0
1凶
O
文
余
で
あ
る
こ
と

前
の
年
寄
の
岸
下
叉
右
衛
門
の
時
の
元
禄
八
年
か
ら
宝
永
元
年
ま
で
に
、
町
入
用
銀
の
不
足
銀
高
が
一
一
七
貫
一
七
五
匁
八

A
仏
寸

分
五
厘
あ
り
、
半
六
が
年
寄
に
就
任
し
て
か
ら
も
町
入
用
銀
の
不
足
分
を
地
下
借
銀
と
し
て
処
理
し
、
一
苓
保
四
年
に
は
一
一
一

第七節

O
賞
自
余
り
に
達
し
て
い
た
こ
と
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等
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
年
支
の

割
付
が
町
年
寄
や
各
町
の
月
行
事
た
ち
だ
け
で
行
わ
れ
、
湯
山
町
の
町

人
・
百
姓
た
ち
に
十
分
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
地
下
借
銀

明治j切の有潟源泉

が
巨
額
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
信
感
を
募
ら
せ
た
こ
と
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。天

明
八
年
の
人
口
は
、
宝
永
七
年
に
比
べ
、
七

人

溺
山
町
の

窮
状

減
少
し
、
七

了
六
%
と
な
っ
て
お
り
、
湯
山
町
の
哀

写J,2~ 100 

微
を
う
か
が
わ
せ
る
。
十
大
明
七
年
十
二
月
に
湯
山
町
の
馬
場
崎
町
・
天

神
間
・
鍛
冶
町
・
大
蔵
町
の
四
カ
町
の
高
持
百
姓
一
四
六
名
は
連
判
し

て
、
大
坂
鈴
木
町
代
官
所
に
湯
山
町
の
窮
状
を
訴
え
、
年
貢
の
減
免
を

願
い
出
て
い
る
。
こ
の

に
よ
れ
ば
、
混
泉
に
よ
る
被
告
や
娘
、
冷
地

の
た
め
、
他
地
域
の
上
沼
の
半
分
の
収
穫
で
も
豊
作
に
な
る
く
ら
い
の

そ
の
上
、
無
中
止
の
郎
畑
・
家
屋
敷
の
年
寅
を
上
り
い
川
川
（
一
一
五
石
八
斗
一
一
一
升
五
合
入
勺
五
才
）
と
称
し
て
総
高
持
百
姓
で
負
担
し
て
い

土
地
柄
で
、
さ
ら
に
、
ん
何
年
…

1
一
一
割
は
猪
に
よ
る
被
害
が
あ
る
こ
と
、

上
納
し
て
い
る
こ
と
等
窮
状
を
訴
え
、

る
こ
と
、
年
武
の
不
足
分
を
入
湯
の
本
屋
商
売
等
の
利
誌
で
補
っ
て
い
た
が
、
近
年
容
が
減
少
し
、
借
用
銀
で
も
っ
て
年
賀
を

の
引
下
げ
と
石
代
値
段
を
今
後
…

0
年
間
四
五
匁
に
制
定
し
て
ほ
し
い
旨
を
願

1
1

ね
U
T
E、
、
！
え
u
o

t
l
l
u
l
；
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ま
た
問
時
に
、
湯
山
町
誌
の
役
人
に
対
し
て
も
、

カ
条
の
願
書
を
詑
出
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

ト
日
）
コ
リ
〉
↓
1
r
A
7

一
p
e
t
u
一手引

味
、
新
客
匿
の
停
止
、
惣
代
（
町
村
中
火
川
）
の
任
期
を

し

一
人
宛
交
評
す
る
こ
と
、
尼
崎
・
西
宮
・
兵
庫
等
の
駄
貨
を
引

き
下
げ
る
こ
と
等
を
願
い
出
て
い
る
つ
こ
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
湯
山
町
の
人
た
ち
が
、
年
良
治
加
、
上
り
お

の
負
担
、
湯
治
容
の
減
少
等
で
苦
し
ん
で
い
た
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
湯
山
町
は
、
ど
の
よ
う
に
年
武
を
負
担
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
天
明

年
の
免
定
お
よ
び
皆
済
問

録
か
ら
、
そ
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
（
表
川
）
。
安
、
水
八
年
か
ら
天
明
八
年
ま
で
は

0
年
間
の
定
免
の
期
間
に
あ
た
り
、
本
年

は
一
一
一
二
石
余
で
、
全
て
銀
料
、
す
な
わ
ち

石
に
つ
い
て
七
五
匁
余
の
換
算
で
銀
貨
を
納
め
て
い
る
。
本
来
は
現
物
の
米

で
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ぬ
山
町
と
い
う
祖
泉
場
で
あ
っ
た
の
で
貨
幣
納
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
貢
以
外
の
小
物

成
・
高
掛
三
役
等
、
米
で
賦
課
さ
れ
て
い
る
も
の
も
同
様
に
貨
幣
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。
本
年
前
（
以
外
に
、
町
場
に
賦
課
さ
れ

る
地
子
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
子
銀
と
ほ
ぼ
向
額
の
公
用
銀
が
、
河
野
原
・
御
所
坊
・
兵
衛
の
三
軒
か
ら
納
入
さ
れ
て

い
る
。
凶
｝
れ
は
、
湯
山
町
の
中
心
地
に
あ
っ
た
公
用
地
の
使
用
料
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

交通・通信事司の渓開

次
に
、
小
物
成
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
最
も
古
く
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
の
は
茶
年
買
で
、
湯
山
町
に
残
さ
れ
て
い
る
設

古
の
寛
文
七
年
（
二
ハ
六
七
）
の
免
定
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
厳
役
銀
は
、
元
禄
一
一
年
か
ら
銀
七

0
・
八
一
一
一
匁
が
徴
収
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
向
十
年
か
ら
六
六
・
七
五
匁
と
減
額
さ
れ
て
い
る
。
山
手
米
の
徴
収
は
、
宝
陪
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
水
車
運
上
は
、
間
十
二
年
に
銀

O
匁
、
間
十

銀
一
二
匁
と
、
二
つ
の
水
車
の
運
上
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

第七節

水
車
の
用
途
・
規
模
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
米
協
き
水
車
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
水
車
運
上
は
、
年
率
明
け
ご
と
に

若
干
増
額
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宝
勝
十
二
年
か
ら
上
総
の
始
ま
っ
た
水
取
の
場
合
、
安
、
氷
二
年
に
一
一
匁
、
向
五
年
に
一

f¥l: 近！？を史縦羽433 



表 107 天明 Hド 湯山田］の年主主負担

項目 考

石
一」

rdr 

ヲl高
残高

Ilx 米
l;l;l，本免

木知lriX:
外，見取仔l

fド災高

池子方

池子方銀車内

公用銀

政役定約

ヲ長年主主定納

水王手迷上

7］＼王手運！二

I U手米

話11伝馬rs入月1
六尺給

御蔵前入用

J:J :)jミ

仁I ~.良

石高

正i
327. 181 

22.84515 

304.33585 

220. 88 

220. 71 

0. 17 

0. 264 

(221. 144) 

(0. 9) 

(0. 8) 

(0. 196) 

(0. 654) 

(6. 685) 

銀高

匁

16,658.34 

67.8 

2, 998. 73 

2,321 

66. 75 

27 

12. 3 

14.3 

60.26 

14. 76 

49. 26 

49.08 

536.99 

163. 2 

向
間

亥（安永8）より fj!（天明 8）まで，
10カ年定免

免 0.7284内

免 0.1294余

IU 5畝歩 1 J）（につきo.528T:i 
皆銀納 l万につき75.328匁

1石につき 75.328匁

内訳 95.8 匁

534. 75匁

70. 1 匁

2,298.08匁

内訳河野康公用銀 565.5匁

倒Jfifr坊公用銀 1,005. 5匁

兵衛公用銀 750匁

ゅより災まで7カ年季

酉より卯まで7カ年季

I石につき 75.328匁

1石につき 75.328匁

1石につき 75.328匁

介青i‘

I石につき 80.328匁

*(223. 694) 5, 489. 16 I免定の記載
23,039. 77 1皆済目録の記載

（注） 免定では（）を付けた数字が記載されているが，傍淡路録では銀申告にはっている。

ネ ロ米を含まずa
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二
・
一
一
一
匁
、
天
明
一
一
一
年
に

一
・
三
匁
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
O
）
に

六
匁
と
増
額
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
負
担
の
ほ
か
に
、

幕
府
院
結
領
に
村
尚
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ

f
」
、
再
｝
、

v

l

V

－J
－
 

い
わ
ゆ
る
高
掛
三
役
や
、
代
官
所
の
経
費
と
し
て
村
高
に
応
じ

て
賦
課
さ
れ
て
い
た
口
米
・
日
銀
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

有
篤
温
泉

の
入
初
式

有
潟
温
泉
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
今
で
も
多
く
の

人
々
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
儀
式
と
し
て
つ
入
初
式
し
が
あ

る
。
現
在
で
は
、
温
泉
市
叩
興
の
忠
人
で
あ
る
行
基
上
人
と
仁
関
上
人
の
木

像
を
御
輿
に
乗
せ
て
、
瓶
泉
寺
か
ら
有
馬
小
学
校
講
堂
に
運
び
、
新
し
い

湯
を
く
ん
で
木
像
に
注
ぎ
、
入
初
め
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
式
場
で
は
、

湯
女
姿
の
芸
妓
一
二
人
が
入
初
め
の
欲
を
歌
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

交通・通信網の展開

の

二
人
と
は
、

坊
そ
れ
ぞ
れ
に
大
湯
女
・
小
湯
女
が
入
湯
客
の
枇

話
を
し
て
い
た
こ
と
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
つ

元
日
の
朝
に
は
、
湯
口

こ
の
「
入
初
式
ー
一
な
ど
年
頭
の
様
子
を
、
宝
暦
五
年
の
勺
年
寄
下
役
年
中
党
唯
一
ど
か
ら
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

111. ぽ一際世ミ新IIll

有馬温泉入初式写真 101

松
注
連
飾
り
や
供
物
を
供
え
、
惣
代
・
各
町
の
年
寄
、
寺
院
衆
が
集
玄
り
、
年
礼
を
行
っ
た
。

一
一
日
の
午
後
（
巳
の
上
刻
J
未
の
下
刻
）
に
、
温
泉
寺
か
ら
湯
元
ま
で
行
基
・
仁
西
向
上
人
の
木
像
な
御
輿
に
乗
せ
て
か
つ
ぎ
、

第七節

入
初
式
が
行
わ
れ
た
。
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表 108 有馬瓶泉Ell'l係の写本・阪本等（2)

表 題 fF 者 成立年代 :fil!JJIJ 

有馬1111品fil記追加l 河合？完売宇：保 1(1716) 地誌

有馬温泉手引主主 有馬ーの ！bi :t£f!i~ 2(1717) 地誌

遊馬！Li1昆泉記 深見文岱 Jiilltt 

二fi潟温泉市社1う！そ ヰf .I:~ 1妥 slV. 手保 2(1717) i也誌：

ヰI馬の送記 !Li i緑 i.'i点柳本保15(1730) 紀行；大坂の俳人

削側糊附案内｜大凶脊ト他元文 2(1737) 蹴｜醐元何版

有馬 ill1品泉記 W: IE 超 5cY: 3(1738) i也誌 2た主主広j：叫弘前医
ヰ1.＼！~之日記 i井上布門元文 3(1738) 紀行火坂の俳人

ヰJ潟 j際公ド之i 儲 守 11<1 究延 1(1748）以前 i也誌天ljfj2 ifl写版

有馬おl泉lJJ米 ~ 寛延 3(1750) 地誌

瓶泉名勝誌 i後政義ブ1脱 4(1お1) 池

iぷl泉紀行 吉見本和＇.±＜＇.厭 4(1754) 紀行名1li1-~Ull:J照宮扇町

湯女風俗絵 雪設資i潟三｜三！日房明和 s(1768）頃 絵ITlli! 
肝〆1一一1 e日刊主す Jノザ、命 令J叩Jえ一 狩 野永良 明和 7(1770) 絵悶

有潟たたひi滋 三宅 l!W,i !Li 安永 8(1779) 紀行l近山
有馬日記 ＊路大平 天明 1(1781) 紀行閤学者

有馬i品泉への滋の記 本 fi§・ 大司王 地誌

（法） 程別は， W［羽；~｝総段級』の分綴を袋準とした。

資料：風早向車iirヰ＇］，潟源泉史 1：むと・下，＇ll<Jm総f:J録a

潟 j}( ラー -c で、 る 3汗 食御六町町 II汀」

泉楓をの ま 係有 は の年十を所人 な
紹時 と の馬 業rr でのー供坊ガを 3下菩i~ 札上お
の介 j弱め 版本 i泉昆 年あ ff!J 日し 出 之谷輿御
し にて をる方にてにす IIIJ IHJ 
fこ はみ

類関
迎 。にはいお 」ラー ll!J 喬

も
、
る F乙 」｝ 必 つる し、 と と f,~＼ 下は

の絵 と ｛系 」う回 -c の要紙 。て に決 ;fj』j 谷
、

枚が tzl 、の のいよな総之 羅な ま IIIJ ll!J 子
でよ力段日 や表！坂時たう諸 漢 〈〉 ずコ

、
、 :9"1l

示 絵 108 本 WJ Q に 11長儀し 式て て Jf~ 丑午
しし闘の・の 、 iカ~｛ iJ ~、 し、 お巳反問
たてによ 2-J イ子 1n: が 行た り Ejl 戊未 の
も し、 よ ツ オミ 潟 年湯 整行 オフ

。
、亥年

じ〉 る つ にに j品 湾11 jっ れそ毎王子 ははは
と。てなっ泉jyり

,,, さ れ 、の 瓢 k 北之
し有温るい lilJ れ

、
泊後一箆道、

tj）乏な近jjt社会の浜開 436 



交通・通信網の展開第七節

て
は
、
主
永
七
年
間
月
の
「
有
馬
山
絵
悶
L

が
あ
る
。
こ

111. 

の
絵
図
に
は
、
有
馬
か
ら
周
辺
の
一
一
一
回
・
船
越
等
へ
の
距

近

離
を
表
示
し
て
い
る
。
元
文
二
年
の
勺
摂
州
有
馬
細
見
悶

j笈史書誌面

独
案
内
」
は
、
大
岡
春
ト
が
有
馬
温
泉
に
入
湯
の
節
に
描

い
た
草
稿
を
誌
に
、
弟
子
の
法
橋
江
阿
弥
卜
信
が
清
書
し

ゴミ永711~有潟1LJ絵!ZI

た
も
の
で
あ
る
。

春
ト
（
二
ハ
八
0
1
一
七
六
一
一
一
）
は
、

ブミ

坂
の
人
で
、
狩
野
派
を
学
び
、
副
家
と
し
て
だ
け
で
な
く

「
一
間
巧
潜
覧
！
一
一
i

明
朝
紫
硯
」

の
多
く
の
版
本
を
刊
行
し

て
絵
到
の
発
問
問
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
d

有
馬
の
絵
関

の
下
に
は
、
術
展
と
湯
女
の
名
前
が
、

一
ノ
湯
・
二
ノ
湯

写真 102

ご
と
に
列
記
さ
れ
て
お
り
、
史
料
と
し
て
も
興
味
深
い
Q

問
問
和
五
年
（
一
七
六
人
）
ご
ろ
に
は
、
浮
欧
絵
師
、

斎
何
本
日
間
房
が
、
御
所
坊
や
兵
衛
の
湯
女
を
描
い
て
い
る
。

「
湯
女
風
俗
絵
売
所
、
有
馬
小
山
屋
源
八
…
と
あ
り
、
有

応
蹴
泉
の
湯
治
容
の
土
産
用
に
、
湯
女
の
一
昨
欧
絵
が
売
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
地
誌
の
ほ
か
に
、
今
日
の
観
光
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案
内
閣
や
絵
業
者
に
相
当
す
る
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
馬
蹴
泉
の
名
を
広
め
よ
う
と
す
る
努
力
も
行
わ
れ
て
い

る
。
河
上
・
余
問
符
の
有
馬
鼠
泉
開
発
者
の
米
衡
の
人
々
が
、
左
大
阪
九
条
尚
実
に
詩
歌
を
依
頼
し
、

京
洛
の
長
顕
の
刊
を
収

め
、
狩
野
永
良
に
有
馬
六
景
の
絵
を
揃
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
明
和
七
年
の
つ
有
馬
六
長
い
で
あ
る
。
こ
の
製
作
授
と

し
て
狩
野
、
水
良
は
金
五
同
一
分
、
銀
四
匁
七
分
五
庫
、
な
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
有
馬
祖
泉
が
、
単
に
病
気
の

療
養
を
す
る
湯
治
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
入
湯
に
伴
う
観
光
地
と
し
て
も
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
時
期
の
文
人
の
著
作
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
居
大
平
（
一
七
五
六
J
一八一一一

〉
一
J
ヲ
戸
J
3
j
コ

u
h
－－
iれ
1
1
2
－nし

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
本
賠
大
川
ー
は
、
悶
学
者
本
賠
由
民
長
の
養
子
と
な
り
、
定
長
の
同
学
の
継
承
・
発
展
に
勿
め
た
人
物
で

あ
っ
た
。
大
一
千
は
、
天
明
元
年
八
月
二
十
日
に
京
都
を
出
て
、
夕
方
に
伏
見
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
船
で
神
崎
に
夜
明
け
ご
ろ
に

着
い
た
。
そ
し
て
伊
丹
中
山
寺

i
川
西

i
船
坂
を
経
て
有
馬
に
着
き
、
九
月
十
円
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
ο

そ
の
間
九
月
一
一

日
の
温
泉
神
社
の
奉
納
相
撲
を
見
た
り
、

四
日
に
は
東
本
額
十
ザ
光
遍
の
入
湯
の
行
列
を
見
物
し
た
り
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
入

湯
中
に
作
っ
た
長
歌
や
絞
歌
も
記
さ
れ
て
い
る
。

5 

名
所
記
の
出
版

『
福
原
餐
銭
h

と

『
兵
庫
名
所
記
』

延
宋
八
年
三
六
人

O
）
一
一
月
十
八
日
か
ら
、
須
磨
寺
で
本
的
や
宋
物
が
開
帳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
問
、

村
尾
一
風
・
山
田
博
宥
の
二
人
は
、
こ
の
開
帳
時
に
参
詣
す
る
人
々
の

し
る
べ
一
つ
よ
十
フ
い
こ
、
や
刊
誌

；
d

！

〈

1

』

7
1

、，A

中
の
名
所
・
出
跡
を
集
め
た
案
内
書
を
出
版
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
可
福
原
髪
鋭
J

で
あ
る
と
い
う
J
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一
近
枇
で
も
平
い
時
期
の
旅
行
案
内
書
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
名
所
・
旧
跡
の
説
明
は
簡
単
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
歌
、
と
く

If!: j立

に
俳
諮
を
添
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
俳
詩
集
の
趣
が
あ
る
。
そ
の
俳
詰
も
沿
道
地
元
作
者
の
旬
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
て
、

内
容
は
、

地
域
文
化
を
考
え
る
う
え
に
も
宜
主
な
出
版
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

｝後rt.:.編Ill

「
神
崎
ー
…
の
渡
し
の
風
景
か
ら
始
ま
っ
て
、
須
磨
に
奈
る
道
中
の
名
所
・
旧
跡
お
よ
そ
九

O
カ
所
、
う
ち
市
域
で

は
山
路
城
耽
・
蒐
原
住
吉
・
笠
松
原
・
乙
女
原
・
求
塚
・
敏
潟
浦
・
布
引
滝
か
ら
須
際
寺
・
敦
磁
石
椛
・
境
川
支
で
七

O
カ
所

-1±・ を
あ
げ
て
い
る
3

例
え
ば
、
乙
女
啄
で
は
万
葉
集
の
う
な
ひ
乙
女
・
ち
ぬ
男
、
太
平
記
の
小
山
田
太
郎
高
家
討
死
の
こ
と
を
救

っ
僻
舛
蝶
や
神
楽
を
さ
う
し
乙
女
院
ゆ
い
と
い
う
兵
庫
久
遠
寺
日
到
の
旬
を
添
え
て
い
る
と
い
っ
た
形
で
あ
る
。

交通・通信網の民間第じifij

ま
た
須
磨
寺
に
つ
い
て
は
、

っ
上
野
山
一
術
祥
寺
ト
号
ス
し
と
い
う
説
明
だ
け
で
、

句
も
「
笛
竹
の
青
葉
を
ふ
く
や
風
の
音
L

（尚一騎

立
窓
）
の
一
旬
の
み
で
あ
る
。

F兵JJltlヨrrr記』（fj[I分）

関
す
る
案
内
は
、
寺
側
に
参
詣
者
向
け
の
一
枚
制
り
た
ど
が
あ
る
の
か
も
し

工
』
£
、
o

vす
4
4
J
I
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
案
内
古
の
出
版
、
が
、
秘
仏
の
開
帳
と
い
っ

た
宗
教
的
行
事
に
触
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
な
お
当
時
一
般
的
に
は
、
旅
行
も

そ
う
し
た
契
機
に
よ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

写真 103

吋
兵
庫
名
所
記
』
は
、
宏
、
氷
七
年
（
一
七
一

O
）
の
刊
行
、
発
行
は
兵
時
の
菊
屋

新
右
衛
門
で
あ
る
。
新
右
衛
門
は
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
俳
識
や
和
歌
の
習
に
加

え
て
吋
摂
陽
群
談
ゐ
な
ど
も
す
で
に
肢
に
出
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
大
部
で
利
用

に
不
便
で
あ
り
、
一
梅
原
の
郎
踏
で
あ
る
兵
附
近
辺
に
多
い
名
所
・
旧
跡
を
中
心
に
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し
た
適
当
な
案
内
書
が
要
る
と
桁
感
し
た
と
、
後
書
き
で
述
べ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
そ
の
内
特
も
、

可
撰
陽
好
談
』
の
よ
う

な
地
一
誌
的
形
態
を
と
ら
ず
、
そ
の
詳
し
さ
も
適
度
に
抑
え
、
名
所
・
旧
跡
ご
と
に
説
明
を
加
え
て
、
関
係
の
和
歌
を
引
用
す
る

と
い
う
簡
潔
な
案
内
書
の
内
特
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
例
え
ば
菟
原
住
吉
の
項
で
は
「
此
の
所
茶
屋
数
多
あ
り
し
と
記
し
、
あ
る
い
は
檎
木
正
成
の
墓
碑
の
よ
う
に
、
当
時
の

新
事
跡
に
つ
い
て
も
絵
入
り
で
碑
文
ま
で
紹
介
す
る
な
ど
、
名
所
・
旧
跡
と
い
え
ば
歌
枕
か
、
古
典
に
み
え
る
故
地
と
い
う
当

時
の
趣
向
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
新
事
跡
も
取
り
入
れ
、
実
用
と
趣
味
を
兼
ね
た
旅
行
用
名
所
案
内
を
日
指
し
て
い
る
。
近

此
後
期
に
機
行
す
る
い
わ
ゆ
る
絵
入
り
名
所
記
の
先
駆
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
東
は
西
宮
か
ら
兵
膝
は
も
ち
ろ
ん
聞
は
須
磨

ま
で
、
菟
原
・
入
部
阿
部
に
わ
た
っ
て
お
よ
そ
一
間
七
項
、
う
ち
市
域
に
関
す
る
分
は
一
一
問
項
が
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
摂
津
名
所
図
会
』
と

吋
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
』

名
所
記
と
い
え
ば
、
宏
、
氷
J
寛
政
期
に
か
け
て
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
『
浪
花
の
な
が
め
』
『
都
名
所
関

ム
以
内
ι

『
東
海
道
名
所
開
会
』
な
ど
が
す
ぐ
想
起
さ
れ
る
。
市
域
に
関
し
て
は
、
寛
政
八

1
十
年
（
一
七

九
六
J
九
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
内
摂
津
名
所
照
会
』
と
卒
和
三
年
三
八

O
一
一
一
）
版
文
の
吋
橋
際
名
所
巡
覧
図
会
弘
が
最
も
な
じ
み

JUV

今、、。

刊
レ

tu吋
摂
津
名
所
図
会
』
に
は
、

お
よ
そ
一
一
一

O
O項
に
わ
た
っ
て
市
域
（
須
磨
夜
以
来
）
の
い
わ
ゆ
る
名
所
・
山
跡
、
和
歌
に
詠
ま

れ
た
放
地
や
地
元
の
名
産
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
現
主
ん
伝
承
さ
れ
て
い
る
類
は
ま
ず
こ
こ
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
う
ち
か
ら
お
典
に
閉
山
す
る
事
跡
を
抜
き
出
し
て
み
た
の
が
表
山
で
あ
る
。
数
の
う
え
で
多
い
の
は
や
は
り
、
万
点
1

家
物
語
』

や
『
源
平
成
田
表
記
お
な
ど
一
千
情
感
や
源
平
の
合
戦
に
ち
な
む
事
跡
で
あ
る
。
伝
承
地
が
古
典
の
記
事
に
み
え
る
場
合
も
あ
る
が
、

義
経
維
木
（
綜
那
村
）
、
能
設
殿
箆
竹
（
人
多
庄
）
、

弁
慶
一
袋
書
き
の
樹
央
政
寺
大
般
若
経
（
附
物
村
）
な
ど
の
記
事
は
古
典
に
も
み
え
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河原兄弟拡旗塚，梶原二度懸所，初！京市都，差ブjどま，築 .~：；，

若狭守経俊fl，経IE琵琶塚，ヲ主の御所！日蹟，内実践，予知T孝弘
｜品物太郎頼プj議，＂1よ通感主主木村源五.J.~，平i,ffi俊裟，平f~＼度塚，

f設衡松，ーの谷，鵜越，熊谷・＇fLiJI一二児暴，放fil'i石塚，多~l二対II

:i:：~尾！日照， H'cl三谷鷲尾IE！尿
長t~：／E定住所，符福寺

幼i

灯蛾2設古蹟，義経推＊，能登殿箆竹，奥］詰刊z，必t¥'lT:i，搬！災；＇）＇
小平和局主答

r↑ト1
 ．
 

所名関係するヨミなi1・g年！

十Iii
111..l 物2家

抗告IE成基，経；厳宝勝禅寺，五『言厳禅寺，迷うた浜，淡Jll.fl判!11111"城，

小U!IH太郎討死（処女%）

同司王太

処女塚，須佼入江，真野篠原，敏馬主llー業万

;{jj引沌ヨ五
口仁Z物勢－r

 
j
 
｛
 

2民！夜mi，光源氏！日跡ヨTi.
＂仁1物氏ー、，1

 

h
o
 

、I

松風・村雨｜日ぬI：，衣懸t.L~

敦盛荻

l'rn) 

主主）

ふ
叫
d

も
V
A

ふ
＆
庁
。
』
j
v

（謡1111

在
々
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
を
収
録
し
た

｜止

と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
誌
を
超
え
た
内
容
は
い

近

か
に
も
近
世
人
の
好
奇
心
の
旺
燦
さ
な
表
し
て
い

E査央総理

る
と
も
い
え
る
。

話
山
に
み
え
る
事
項
も
あ
る
。
松
風
・
村
雨
旧

社
（
村
附
）
や
生
聞
社
の
敦
盛
萩
（
数
綴
）
な
ど
で

あ
る
。
話
出
も
ま
た
当
時
の
教
義
の

つ
で
占
め
つ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

市
域
西
部
の
播
磨
地
域
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
五

年
（
一
七
五
五
）
絞
文
の
吋
播
磨
古
跡
考
』
、

明
和

九
年
（
一
七
七
二
）
刊
行
の
『
播
磨
め
ぐ
り
の
記
＼

そ
し
て
前
記
『
揺
磨
名
所
巡
覧
図
会
』
な
ど
が
あ

る
。
も
っ
と
も
当
時
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
地
誌
的

記
録
に
は
、
宝
勝
十
二
年
自
序
の
「
播
磨
鑑
」
が

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

『
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
』
全
五
時
の
う
ち
、
市

域
に
閉
す
る
部
分
は
巻
一
、
一
一
に
あ
る
。
内
容
体
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跡

校古城跡，下洋橋城跡，りfJll滅的I：.繰谷城

跡，神削減Mil:

遊女啄，千L’＇.•I：•：，お家，狐名手

塩屋，垂水，務野， 1詩的， 3母子浜， 111111,
狭負以

l¥jj;予尾（機lli'dill)' ~添うこj毛（雌｜刈JU），清水Jll

野中清水，干支l',]1き松，事K背の松， 1がが丸

木ミ寝耳ニi

奥州H村佐藤氏宅環え

っ
た
こ
と
を
載
せ
、
量
五
右
衛
門
が
力
試
し
に
仁
王
門
の
柱
を
抱
え
あ
げ
、
礎
石

！日所~ J;'>. 
'/) 

跡

Jll 

王i

裁
と
も
守
摂
津
名
所
国
会
』
と
よ
く
似
て
い
る
。

た
だ
始
ま
り
は
神
崎
、
尼
崎
か

城

己｛墳・ 1二i治

it!! ~ 

山

木

ら
、
市
域
に
当
た
る
菟
原
・
入
部
郡
を
通
っ
て
播
磨
に
及
ん
で
お
り
、
巡
覧
の
起

点
が
大
坂
に
h

は
っ
て
い
る
の
は
、
旅
行
者
や
需
要
の
照
の
厚
さ
を
考
慮
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
市
域
の
事
項
は
お
よ
そ
一
九
九
項
、
う
ち
扶
津

、ノ
w
b
L
1
8
、
A

－L
A＼
・

4
、キ旬、

。守口
r
九
カ
：
I
」
ノ
万
ノ
マ
、

可
摂
津
名
所
間
会
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
項
目
で
あ
る
。

区

一i千！

残
る
問
一
一
一
項
が
市
域
播
磨
側
の
項
目
で
、
主
な
寺
社
の
ほ
か
、

古
壊
の
千
蜜
（
五

色
塚
）
・
岩
家
（
理
小
J

の
古
墳
群
）
・
狐
塚
、

城
跡
の
校
士
口
・
下
津
橋
・
伊
川
・
榛
谷

（
糠
谷
）
・
神
出
、
『
源
氏
物
語
』
の
阿
部
の
館
、
播
磨
十
水
の
第
一
と
し
て
野
中
の

清
水
、
奥
州
村
の
木
葉
石
（
化
石
）
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
太
山
寺
は
参
詣
者

が
多
く
、
師
、
を
か
け
て
参
錯
す
る
者
も
あ
り
、
境
内
に
は
精
進
料
理
屋
が
二
軒
あ

11'1 

と
の
間
に
片
木
を
差
し
込
ん
だ
話
や
、
仁
王
門
よ
り

丁
米
た
所
の
坂
で
い
転
ぶ
と
短
命
に
な
る
の
で
片
袖
を
ち
ぎ
り
捨
て
る
と

い
う
話
、
さ
ら
に
は
野
中
の
清
水
の
森
に
あ
る
夜
附
き
松
の
皮
な
、
燃
や
し
て
幼
児
に
み
せ
れ
ば
夜
泣
き
が
や
む
と
い
っ
た
話

は
、
や
は
り
当
時
も
旅
行
者
に
と
っ
て
は
恰
好
の
話
題
と
目
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

庶
民
の
勝

文
人
の
旅

て
い
る
。

さ
て
一
般
の
旅
行
に
は
、
居
住
地
の
町
村
役
人
が
発
行
す
る
往
来
手
形
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

し
か
し
近
世
中
期
に
は
、
米
－
一
十
鰯
・
澗
・
池
を
は
じ
め
全
国
的
に
商
品
流
通
が
進
み
、
大
名
の
参
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制
約
は
あ
り
な
が
ら
、
旅
行
も
し
だ
い
に

勤
交
代
な
ど
も
関
係
し
て
街
道
も
殺
備
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
人
今
の
動
き
も
当
然
活
発
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
な
お
種
々
の

般
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

村
に
残
さ
れ
て
い
る
住
米
手
形
に
は
崩
用
か
間
関
巡
礼
の
場
合
が
多
く
、
時
に
は
関
所
手
形
の
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

四
国
巡
礼
の
場
合
は
、
そ
の
文
言
も
「
こ
の
度
心
願
こ
れ
有
り
四
国
巡
拝
に
罷
り
出
で
候
問
、
そ
の
御
地
に
お
い
て
万
一
一
般
死

交通・通信網の展開第七節

脳
病
差
し
起
こ
り
侠
と
も
、
こ
の
方
へ
お
知
ら
せ
に
及
ば
ず
、
そ
の
御
地
御
定
法
通

り
御
取
り
計
ら
い
下
さ
る
べ
く
候
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
必
ず
記
さ
れ
て
い
て
、

巡
礼
者
の
も
つ
特
別
の
厳
し
さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

71'* 

別
所
手
形
の
方
は
、
た
？
／
て
げ
ん
ば
幕
府
飯
村
々
年
賞
米
の
江
戸
納
付
の
た
め
に
、
納

手

庄
一
段
、
が
出
府
す
る
と
い
っ
た
公
用
の
場
合
に
み
ら
れ
、
代
官
手
代
な
ど
が
発
給
し
、

ぅ￥：主主

江
戸
へ
の
注
復
に
通
る
問
所
あ
て
に
な
っ
て
い
る
。

写実~ 104 

村
氏
の
旅
行
で
最
も
親
し
ま
れ
た
の
は
、
や
は
り
前
述
の
よ
う
な
秘
仏
の
関
根
や

間
関
一
二
十
三
カ
所
の
巡
拝
、
あ
る
い
は
伊
勢
講
な
ど
に
よ
る
伊
勢
参
り
な
ど
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
信
仰
に
よ
る
参
詣
と
い
う
ほ
か
に
、
名
所
巡

り
の
旅
行
と
い
う
性
格
も
強
か
っ
た
。
伊
勢
識
な
ど
は
、
世
話
役
が
い
て
講
中
の
競

し
い
仲
間
が
一
緒
に
人
参
加
す
る
団
体
旅
行
と
な
っ
て
い
た
。

・
文
人
・
画
家
な
ど
の
旅
行
に
は
、
そ
の
紀
行
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
江
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
司
馬
江
漢
が
長
崎
へ
遊
歴
し
た
時
、
兵
庫
を
通
過
し
て
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い
る
の
で
、
そ
の
『
江
漢
西
遊
日
記
い
か
ら
、
ど
ん
な
所
を
見
て
回
っ
た
か
取

り
上
げ
て
み
よ
う
。
校
路
は
大
坂
か
ら
風
波
に
も
ま
れ
て
兵
庫
に
着
い
て
い
る

の
で
（
ポ
八
明
八
年
八
月
二
十
七
日
）
、
灘
は
摩
耶
山
お
ろ
し
の
吹
く
所
と
あ
る
く
ら

い
で
、
山
城
東
部
の
記
述
は
な
い
。
兵
庫
で
は
磯
の
町
の
尼
崎
監
新
兵
衛
で
泊

古
J
m
hノ、

築
島
・
清
盛
塚
・
（
淡
川
）
・
楠
木
の
碑
・
広
厳
寺
（
附
寺
）
と
足
を
延
ば

し
、
同
点
寸
の
正
成
の
弓
矢
や
像
を
み
て
い
る
う
ち
に
和
尚
と
気
が
合
っ
た
ら
し

く
、
と
も
に
布
引
の
踏
を
み
て
、
和
尚
は
詩
を
作
り
、
現
日
江
漢
は
和
尚
の
尚

像
を
古
い
て
与
え
て
い
る
。
一
一
一
日
目
に
出
発
し
て
、
カ
キ
ツ
バ
タ
の
名
所
（
須
際

の
前
川
山
門
家
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
が
、
問
問
会
に
カ
キ
ツ
バ
タ
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
・

前
〕
掠
塚
（
附
ゅ
は
な
く
、
川
淵
会
で
は
近
年
「
見
わ
た
せ
ば
な
が
む
れ
ば
見
れ
ば
須
磨
の
秋
」

の
旬
仰
が
述
て
ら
れ
た
こ
と
を
載
せ
て
い
る
）
・
村
上
帝
の
社
・
須
磨
の
内
裏
跡
・
鉄

拐
の
降
・
嶋
越
・
敦
践
の
右
犠
・
民
播
の
境
・
東
垂
水
・
商
垂
水
・
仲
東
天
皇

淡
路
’
札
仰
を
観
望
し
て
景
色
を
楽
し
ん
で
い
る
。

墳
丘
聞
の
円
筒
櫛
輸
に
つ
い
て
、
定
の
径
一
尺
余
の
物
数
々
あ
り
皆
破
れ
た
り
と
そ
の
見
開
を
録
し
、
育
松
の
舞
子
の
浜
か
ら

陵
千
慌
の
処
（
五
色
塚
）
と
記
し
、
こ
の
古
墳
の
上
に
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て

帰
路
は
、
別
法
年
二
月
十
六
日
明
石
大
蔵
谷
を
初
出
発
し
て
、
敦
盛
の
石
塔
前
で
諸
表
を
食
べ
、
兵
庫
を
通
過
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
往
路
と
同
じ
名
所
・
旧
跡
を
あ
げ
、
布
引
滝
の
風
景
を
描
い
て
い
る
が
、
思
い
出
を
確
か
め
る
よ
う
な
筆
致
と
な
っ
て
い
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交通・通俗網の展開第七宣告

る
。
こ
の
時
は
陸
路
を
東
へ
向
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
日
の
宿
泊
地
西
宮
ま
で
の
問
で
は
、
時
節
が
ら
岡
本
の
協
の
こ
と
し
か

－
 

山川
叫

あ
げ
て
い
な
い
。

近

市
域
の
う
ち
、
商
問
街
道
が
縦
貫
し
て
い
た
六
叩
南
麓
沿
い
で
は
、

や
は
り
灘
・
銘
酒
・
御
影
石
・
布
引
け
沌
・
楠
公
碑
・
築

際史編頂

島
・
清
成
田
塚
・
須
磨
寺
・
一
ノ
谷
合
戦
跡
・
敦
磁
の
石
椛
・
五
色
僚
と
い
っ
た
所
が
最
も
親
し
ま
れ
た
と
み
え
る
。

ま
た
「
名
所
記
！
一
の
ほ
か
に
も
木
版
の
刷
り
物
は
多
く
、
村
や
宿
場
を
つ
な
い
だ
概
念
図
式
の
携
帯
用
「
道
中
絵
関
」
や
旅

行
の
心
得
も
記
入
し
た
っ
道
中
記
」
、
中
古
川
社
や
名
所
の
案
内
用
の
一
枚
刷
り
、
付
近
の
名
所
案
内
を
兼
ね
た
宿
屋
の
広
告
な
ど

ま
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
、
村
の
伊
勢
講
を
目
当
て
に
発
行
し
た
御
定
宿
案
内
の
一
枚
が
あ
る
。
伊
勢
へ
の
道
中
の
翁
が
記
さ
れ
て
い
る

福原三十三番観音札所

(IT'兵隊名所記』）

番号寺名 所在
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な
か
に
「
兵
庫
御
定
宿
脇
本
陣
升
毘
長
右
衛
門
し
の
欄
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
「
当
津
入
口
に
宿
引
き
多
く
出
で
候
て
、
悪
口

取
し
候
と
も
御
取
り
上
げ
こ
れ
な
く
、
御
光
来
の
ほ
ど
待
も
奉
り
候
L

と
あ
る
。
当
時
兵
庫
津
は
街
道
筋
の
描
場
で
旅
龍
も
多

く
、
津
中
の
入
り
日
は
東
の
決
口
、
商
の
柳
原
口
に
そ
れ
ぞ
れ
門
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
そ
の
入
り
口
付
近
に

は
宿
々
か
ら
客
引
き
が
出
て
い
て
、
相
手
宿
の
悪
口
を
言
い
合
っ
て
客
を
呼
び
込
も
う
と
し
て
い
る
に
ぎ
や
か
な
情
景
が
想
像

で
き
」
る
。
こ
う
し
た
寺
社
巡
拝
が
燦
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
各
地
で
模
倣
順
拝
路
も
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
市
域
に
か
か
わ
る
例
で
は
、

例
え
ば
福
原
一
二
十
三
カ
所
観
音
巡
拝
（
表
山
）
や
、

郷
佳
内
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
で
は
入
部
郡
山
田

一
カ
所
、
播
磨
で

は
市
域
の
近
江
寺
や
性
海
寺
を
含
な
播
磨
一
一
回
規
模
の
嬬
州
問
悶

カ
所
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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